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行事名・時間・会場など

■ 時　間　9：30～15：30
 「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● １月８日（木）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報
交換」「育児相談」などに利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７2－7754

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● １月16日（金）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士
※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

● １月14日（水）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの人も利用できます

１月１日～12日

●人口 59,704人（先月比 -30）
●男 29,184人（先月比 -26） ●女 30,520人（先月比 -4）
●世帯数 19,697戸（先月比 8）

市民の動き
（平成26年11月末日現在）

１月　９日（金）　13:30～16:00　塩沢老人福祉センター
１月19日（月）　13:30～15:30　働く婦人の家〔浦佐〕
１月28日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660
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相談日

救急医療当番

●　脳神経外科の休日救急医療　齋藤記念病院　☎773-5111
（診療時間：土曜12：00～翌朝6：00、日曜・祝日6：00～翌朝6：00）
※服用している薬がある場合は、お薬手帳や服用している薬をお持ちください。乳幼児
　の受診の場合は、母子手帳をお持ちください
●　休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
●　新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525
夜間に子どもの具合が悪くなったときに利
用ください。経験豊富な看護師が、必要
に応じて医師のアドバイスを受けながら相談に応じます。
（毎日19：00～ 23：00）
◆　医療機関の適切な利用に協力をお願いします　◆
通常の診療時間のほうが医師やスタッフも揃っているので、
夜間より適切な治療が受けられます。できるだけ通常の時
間に受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談
できる「かかりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切
な病院や医師に紹介してもらえるので、いざというときも安心です。
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JANUARY 26●月

20●火
第１回農業委員会総会
９：30～　大和庁舎３階 旧議場

教育支援講演会「子どもたちの生命と心を守る」
13：30～16：00　市民会館

15●木

11●日
第２回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館
コミュニケーション・セミナー
14：00～15：30　子ども・若者育成支援センター

大和地域第４回「そだち学級」
10：00～11：30　大和公民館

大巻地区第3回「そだち学級」
10：00～11：20　大巻地域開発センター

18●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　FMゆきぐに

27● 第３回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科
ゆきぐに大和病院内 科

外 科 ９：00～翌朝９：00 ７77－2111　１日（木・祝）
六日町病院内 科

外 科 ９：00～翌朝９：00 ７72－7111　２日（金）
ゆきぐに大和病院内 科

外 科 ９：00～翌朝９：00 ７77－2111　３日（土）

★市消防本部のテレホンガイド ☎782-1991や
　ウェブサイトでも当番の確認ができます

自然・人・産業の和で築く安心のまち
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火

30●金

31●

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

土

読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館 多目的室

わが子の自立を願う家族の集い
13：30～15：30　ふれ愛支援センター

17●土

◆今月の表紙
　後山小学校3・4年生の習字の授業。緊張感を絶やさずに一筆ごと思い
を込め、丁寧に筆を運びます。

必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください

「後山小学校の習字の授業」
～うまく書けますように～

　元旦を迎えるごとに、ひとつ歳をとる「数え年」。昔は年取りの晩に家
族から「来年は数えでいくつになる」と聞かれたものだ。数え年は『元旦
に年神様をお迎えして、その年神様から皆がありがたく年をいただく』と
いうことらしい。元旦には、もう歳はいらないが、お年玉はいくつになって
も欲しいものである。 （秘書広報室　平賀）

年始救急医療当番（1月1日～3日）

４日～12日の救急医療当番

救急患者対応病院（主に重症者対応）
症状などによっては対応できるスタッフが不在の場合があります
必ず受診する前に、医療機関に電話で問い合わせください

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科
萌気園二日町診療所内 科

内 科

内 科

　９：00～12：00 ７78－0088　１日（木・祝）
萌気園二日町診療所　９：00～12：00 ７78－0088　２日（金）
今泉記念館ゆきあかり診療所　８：30～11：30 ７88－0760
萌気園二日町診療所　９：00～12：00 ７78－0088

外 科 角谷整形外科医院　９：00～12：00 ７85－513014：00～17：00

　３日（土）

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

休日救急診療所内 科
外 科

内 科
外 科

内 科
外 科

　９：00～12：00 ７73－6688

休日救急診療所 ７73－6688

13：30～16：00　４日（日）
六日町病院18：00～翌朝6：00 ７72－7111

内 科
萌気園二日町診療所13：30～16：00 ７78－0088
ゆきぐに大和病院18：00～翌朝6：00 ７77－211110日（土）
ゆきぐに大和病院外 科 12：00～翌朝6：00 ７77－2111

　９：00～12：00
13：30～16：00

ゆきぐに大和病院18：00～翌朝6：00 ７77－2111

休日救急診療所 ７73－6688　９：00～12：00
13：30～16：00

ゆきぐに大和病院18：00～翌朝6：00 ７77－2111

年始診療協力機関（1月1日～3日）
協力施設（軽症者対応）
軽症の診療に協力いただく予定の医療機関です。当番医療機関ではありませんので、都合
で休診となる場合があります。必ず受診前に、対応が可能か電話で問い合わせてください

編　集　後　記



　
平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
、
南
魚
沼
市
は
市
制
施
行
10
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
10

月
５
日
に
記
念
式
典
を
開
催
し
た
ほ
か
、

市
の
主
催
事
業
の
み
な
ら
ず
、
公
募
に
よ
る

多
く
の
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
、
新
市
の
土
台
作

り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
し
て
、
ま
ず
思
い

出
さ
れ
る
こ
と
は
、
２
月
に
ソ
チ
オ
リ
ン
ピッ

ク
で
小
野
塚
彩
那
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
こ
と
で
す
。
私
た
ち
に
大
き
な
感
動

と
夢
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５
月
に

は
大
原
運
動
公
園
野
球
場
、
６
月
に
は
新

図
書
館
が
、
地
域
交
流
の
拠
点
施
設
と
し

て
新
た
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
野
球

場
で
は
、
昨
年
に
開
催
し
た
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
の

公
式
戦
や
東
京
六
大
学
野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
な
ど
、
レ
ベル
の
高
い
試
合
を
間
近
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
図
書

館
は
、
開
館
か
ら
３
か
月
余
り
で
来
館
者

数
10
万
人
を
達
成
す
る
な
ど
、
幅
広
い
世

代
に
親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
９
月
に
は
明
治
大
学
と
国
際
大
学
が
、

文
部
科
学
省
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
取

り
組
む
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
評
価

さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
の
国
際
化
を
け
ん
引
す

る
力
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
本
年
は
、
新
た
な
出
発
の
年
と

な
り
ま
す
。
６
月
に
は
魚
沼
基
幹
病
院
が

開
院
し
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
医
療
の
高
度

化
が
実
現
さ
れ
る
ほ
か
、
医
療
・
健
康
に

関
連
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
産
業

の
集
積
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に
伴

う
医
療
再
編
に
合
わ
せ
、
新
た
な
南
魚
沼

市
民
病
院
も
11
月
に
開
院
予
定
で
あ
り
、

充
実
し
た
医
療
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
構
想
と
い
う
新
た
な
動

き
も
始
ま
り
ま
し
た
。
快
活
か
つ
意
欲
あ

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
高
齢
者

層
向
け
集
合
住
宅
を
つ
く
り
、
国
際
大
学

や
魚
沼
基
幹
病
院
と
連
携
し
た
教
育
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
々
生

き
が
い
の
あ
る
健
康
的
な
生
活
を
送
れ
る
環

境
や
支
援
体
制
を
構
築
し
て
移
住
を
促
す

も
の
で
す
。
関
連
産
業
や
消
費
が
拡
大
す

れ
ば
、
地
域
の
雇
用
拡
大
な
ど
に
も
期
待

で
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、教
育
お
よ
び
医
療
と
、

新
た
な
時
代
に
向
け
た
施
策
が
未
来
に
花

開
き
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
南
魚

沼
市
を
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
育
ん
で
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と

思
って
お
り
ま
す
。
清
ら
か
な
雪
解
け
水
が

育
む
「
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
の
農

産
物
や
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
観
光

な
ど
の
地
域
資
源
を
広
く
発
信
す
る
と
と

も
に
、
災
害
に
強
く
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
充
実
し
た
、
生
涯
を
安
心
し
て
過
ご

せ
る
「
地
域
完
結
型
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
南
魚
沼
市
の
ま
す
ま
す
の
発

展
と
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
・
ご
多
幸
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い

年
を
元
気
に
お
迎
え
し
た
こ
と
と
、
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
議
長
に
就
任
し
、１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
の
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご

支
援
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
２
月
に
は
市
制
施
行
10
周
年
を

祝
う
か
の
よ
う
に
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
小
野
塚
彩
那
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
、
市
民

に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
６
月
１

日
に
は
「
え
き
ま
え
図
書
館 

本
の
杜
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
学
生
を
は
じ
め
、
多
く

の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
８
月
23
日

に
は
大
原
運
動
公
園
で
六
大
学
野
球
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
、
観
戦
し

て
い
た
小
学
生
が
「
将
来
、
六
大
学
で
野

球
を
や
る
」
と
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
10
月
５
日
に
開
催
し
た
10

周
年
記
念
式
典
や
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
皆
さ
ま
と
こ
の
10
年
を
振
り
返
り
、

未
来
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス

タ
ー
ト
を
誓
い
ま
し
た
。
　

　
ま
た
市
議
会
議
長
と
し
て
、
皇
居
に
お

い
て
天
皇
陛
下
ご
拝
謁
と
い
う
栄
誉
を
い

た
だ
き
、
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め

て
議
長
職
の
重
さ
を
感
じ
、
今
ま
で
以
上

に
精
進
を
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政

の
発
展
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば
と
誓
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
、
南
魚
沼
市
の
最
重
要
課
題
は
、
人

口
減
少
問
題
で
す
。
日
本
創
成
会
議
か
ら

「
全
国
で
半
数
の
市
町
村
が
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
る
」と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

南
魚
沼
市
は
こ
の
中
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
人
口
増
加
に
向
け
て
正
面
か
ら
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
市
で
は

若
手
の
市
職
員
を
中
心
に
、
人
口
減
少
問

題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
平
成
22
年
度

に
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
市
民

で
考
え
る
時
期
に
来
た
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
は
雇
用
の
確
保
で
す
。
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
構
想
や
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
構
想
を
具

現
化
し
、
新
産
業
や
雇
用
を
創
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
市
民
か
ら

の
「
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
た
い
」「
子
育
て

を
し
た
い
」
と
い
う
要
望
や
意
見
を
計
画

的
に
市
政
・
施
策
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で

す
。

　
今
年
６
月
に
は
魚
沼
基
幹
病
院
が
、
11

月
に
は
南
魚
沼
市
民
病
院
が
開
院
し
ま

す
。
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
は
縮
小
し
ま
す

が
、
魚
沼
地
域
の
医
療
再
編
の
第
一
歩
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
私
た
ち
市
民
は
「
病

院
・
医
師
の
応
援
団
」
と
な
り
、
と
も
に

大
和
・
六
日
町
・
塩
沢
の
地
域
医
療
を
構

築
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
雪
は
「
天
か
ら
の
恵
み
」
で
す
。
雪
解

け
水
は
、南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
育
み
、

農
家
の
努
力
と
相
ま
っ
て
日
本
一
と
の
名

「新たな出発へ」

南魚沼市長　井　口　一　郎

さらなる飛躍を目指して

南魚沼市議会 議長　関　常　幸

声
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
内
外

と
も
に
厳
し
い
現
状
で
す
。
市
内
の
農
協

が
一
つ
と
な
り
、
対
応
す
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
雪
は
市

内
に
多
く
の
ス
キ
ー
場
を
出
現
さ
せ
ま
し

た
。
ス
キ
ー
産
業
は
一
大
産
業
と
し
て
君

臨
し
て
き
ま
し
た
が
、今
一
度
総
点
検
し
、

再
び
開
花
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
各
地
域
づ
く

り
協
議
会
を
中
心
に
、
み
ん
な
で
地
域
遊

び
（
振
興
）
計
画
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
議
員
の
最
大
の
責
務
は
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
で
す
。
近
年
の

災
害
を
教
訓
に
「
災
害
は
忘
れ
な
い
う
ち

に
や
っ
て
来
る
」
を
肝
に
銘
じ
、
日
々
の

議
員
活
動
に
励
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
南
魚
沼
市
議
会
こ
こ
に
あ
り
と
言
わ

れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
活
性
化
と
見
え
る

化
、
そ
し
て
「
議
会
は
今
変
わ
る
」
を
合

言
葉
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
議
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
す
ば

ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

も
り

は
い
　

え
つ
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平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
、
南
魚
沼
市
は
市
制
施
行
10
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
10

月
５
日
に
記
念
式
典
を
開
催
し
た
ほ
か
、

市
の
主
催
事
業
の
み
な
ら
ず
、
公
募
に
よ
る

多
く
の
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
、
新
市
の
土
台
作

り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
し
て
、
ま
ず
思
い

出
さ
れ
る
こ
と
は
、
２
月
に
ソ
チ
オ
リ
ン
ピッ

ク
で
小
野
塚
彩
那
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
こ
と
で
す
。
私
た
ち
に
大
き
な
感
動

と
夢
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５
月
に

は
大
原
運
動
公
園
野
球
場
、
６
月
に
は
新

図
書
館
が
、
地
域
交
流
の
拠
点
施
設
と
し

て
新
た
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
野
球

場
で
は
、
昨
年
に
開
催
し
た
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
の

公
式
戦
や
東
京
六
大
学
野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
な
ど
、
レ
ベル
の
高
い
試
合
を
間
近
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
図
書

館
は
、
開
館
か
ら
３
か
月
余
り
で
来
館
者

数
10
万
人
を
達
成
す
る
な
ど
、
幅
広
い
世

代
に
親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
９
月
に
は
明
治
大
学
と
国
際
大
学
が
、

文
部
科
学
省
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
取

り
組
む
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
評
価

さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
の
国
際
化
を
け
ん
引
す

る
力
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
本
年
は
、
新
た
な
出
発
の
年
と

な
り
ま
す
。
６
月
に
は
魚
沼
基
幹
病
院
が

開
院
し
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
医
療
の
高
度

化
が
実
現
さ
れ
る
ほ
か
、
医
療
・
健
康
に

関
連
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
産
業

の
集
積
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に
伴

う
医
療
再
編
に
合
わ
せ
、
新
た
な
南
魚
沼

市
民
病
院
も
11
月
に
開
院
予
定
で
あ
り
、

充
実
し
た
医
療
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
構
想
と
い
う
新
た
な
動

き
も
始
ま
り
ま
し
た
。
快
活
か
つ
意
欲
あ

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
高
齢
者

層
向
け
集
合
住
宅
を
つ
く
り
、
国
際
大
学

や
魚
沼
基
幹
病
院
と
連
携
し
た
教
育
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
々
生

き
が
い
の
あ
る
健
康
的
な
生
活
を
送
れ
る
環

境
や
支
援
体
制
を
構
築
し
て
移
住
を
促
す

も
の
で
す
。
関
連
産
業
や
消
費
が
拡
大
す

れ
ば
、
地
域
の
雇
用
拡
大
な
ど
に
も
期
待

で
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、教
育
お
よ
び
医
療
と
、

新
た
な
時
代
に
向
け
た
施
策
が
未
来
に
花

開
き
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
南
魚

沼
市
を
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
育
ん
で
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と

思
って
お
り
ま
す
。
清
ら
か
な
雪
解
け
水
が

育
む
「
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
の
農

産
物
や
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
観
光

な
ど
の
地
域
資
源
を
広
く
発
信
す
る
と
と

も
に
、
災
害
に
強
く
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
充
実
し
た
、
生
涯
を
安
心
し
て
過
ご

せ
る
「
地
域
完
結
型
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
南
魚
沼
市
の
ま
す
ま
す
の
発

展
と
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
・
ご
多
幸
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い

年
を
元
気
に
お
迎
え
し
た
こ
と
と
、
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
議
長
に
就
任
し
、１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
の
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご

支
援
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
２
月
に
は
市
制
施
行
10
周
年
を

祝
う
か
の
よ
う
に
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
小
野
塚
彩
那
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
、
市
民

に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
６
月
１

日
に
は
「
え
き
ま
え
図
書
館 

本
の
杜
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
学
生
を
は
じ
め
、
多
く

の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
８
月
23
日

に
は
大
原
運
動
公
園
で
六
大
学
野
球
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
、
観
戦
し

て
い
た
小
学
生
が
「
将
来
、
六
大
学
で
野

球
を
や
る
」
と
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
10
月
５
日
に
開
催
し
た
10

周
年
記
念
式
典
や
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
皆
さ
ま
と
こ
の
10
年
を
振
り
返
り
、

未
来
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス

タ
ー
ト
を
誓
い
ま
し
た
。
　

　
ま
た
市
議
会
議
長
と
し
て
、
皇
居
に
お

い
て
天
皇
陛
下
ご
拝
謁
と
い
う
栄
誉
を
い

た
だ
き
、
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め

て
議
長
職
の
重
さ
を
感
じ
、
今
ま
で
以
上

に
精
進
を
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政

の
発
展
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば
と
誓
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
、
南
魚
沼
市
の
最
重
要
課
題
は
、
人

口
減
少
問
題
で
す
。
日
本
創
成
会
議
か
ら

「
全
国
で
半
数
の
市
町
村
が
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
る
」と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

南
魚
沼
市
は
こ
の
中
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
人
口
増
加
に
向
け
て
正
面
か
ら
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
市
で
は

若
手
の
市
職
員
を
中
心
に
、
人
口
減
少
問

題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
平
成
22
年
度

に
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
市
民

で
考
え
る
時
期
に
来
た
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
は
雇
用
の
確
保
で
す
。
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
構
想
や
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
構
想
を
具

現
化
し
、
新
産
業
や
雇
用
を
創
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
市
民
か
ら

の
「
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
た
い
」「
子
育
て

を
し
た
い
」
と
い
う
要
望
や
意
見
を
計
画

的
に
市
政
・
施
策
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で

す
。

　
今
年
６
月
に
は
魚
沼
基
幹
病
院
が
、
11

月
に
は
南
魚
沼
市
民
病
院
が
開
院
し
ま

す
。
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
は
縮
小
し
ま
す

が
、
魚
沼
地
域
の
医
療
再
編
の
第
一
歩
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
私
た
ち
市
民
は
「
病

院
・
医
師
の
応
援
団
」
と
な
り
、
と
も
に

大
和
・
六
日
町
・
塩
沢
の
地
域
医
療
を
構

築
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
雪
は
「
天
か
ら
の
恵
み
」
で
す
。
雪
解

け
水
は
、南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
育
み
、

農
家
の
努
力
と
相
ま
っ
て
日
本
一
と
の
名

「新たな出発へ」

南魚沼市長　井　口　一　郎

さらなる飛躍を目指して

南魚沼市議会 議長　関　常　幸

声
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
内
外

と
も
に
厳
し
い
現
状
で
す
。
市
内
の
農
協

が
一
つ
と
な
り
、
対
応
す
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
雪
は
市

内
に
多
く
の
ス
キ
ー
場
を
出
現
さ
せ
ま
し

た
。
ス
キ
ー
産
業
は
一
大
産
業
と
し
て
君

臨
し
て
き
ま
し
た
が
、今
一
度
総
点
検
し
、

再
び
開
花
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
各
地
域
づ
く

り
協
議
会
を
中
心
に
、
み
ん
な
で
地
域
遊

び
（
振
興
）
計
画
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
議
員
の
最
大
の
責
務
は
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
で
す
。
近
年
の

災
害
を
教
訓
に
「
災
害
は
忘
れ
な
い
う
ち

に
や
っ
て
来
る
」
を
肝
に
銘
じ
、
日
々
の

議
員
活
動
に
励
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
南
魚
沼
市
議
会
こ
こ
に
あ
り
と
言
わ

れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
活
性
化
と
見
え
る

化
、
そ
し
て
「
議
会
は
今
変
わ
る
」
を
合

言
葉
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
議
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
す
ば

ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

も
り

は
い
　

え
つ
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　今年の干支は未です。動物にあてはめると羊になります。未は、本来まだ熟しきらな
い成長途上の植物を表しているといわれていますが、庶民に十二支を浸透させるため、
動物の名前を当てたとされています。
　牧畜に縁のうすい日本人と違って、中国人は古代から羊を大切な家畜としてきました。
羊の姿は、やさしく堂々としていることから、「羊＋大」を合わせて美という字ができたと
いわれています。

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。
年
長
の
頃
、

一
人
の
友
達
と
ず
っ
と
約
束
し
て
い
て
、
一
緒
に
レ
シ
ピ

の
勉
強
も
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
甘
い
も
の
も
好
き
だ
し
、

料
理
を
す
る
の
も
大
好
き
で
す
。
そ
し
て
、
日
本
人
な
ら

誰
も
が
知
る
よ
う
な
超
有
名
な
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い

で
す
。
有
名
に
な
れ
な
く
て
も
、
泣
い
て
い
る
人
を
笑
顔

に
す
る
ケ
ー
キ
を
作
り
た
い
で
す
。ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、

が
ん
ば
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
夢
は
、
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
に
な
る
こ
と
で

す
。
四
年
生
の
頃
、「
ア
ー
ト
の
つ
ぼ
み
」
と
い
う
短
期
教

室
に
入
っ
て
お
ど
っ
た
時
、
楽
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

に
、
お
客
さ
ん
達
か
ら
浴
び
た
拍
手
が
と
て
も
気
持
ち
よ
か

っ
た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
と
、
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
た
り
、
自
分
の
意
外
な
才
能
を
発
見
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
将
来
、
ど
ち
ら
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
こ
の
他
の
職

業
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
分
か
ら
な
い
か
ら
こ

そ
、
人
生
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ま

で
は
、
夢
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぼくの
わたしの
未年生まれの小学生のみなさんから、将来の夢をテーマに、
思いをつづっていただきました。

小
　杉

　蓮
　奈
　

さ
ん

　
　（
大
崎
小
学
校
　
６
年
）

れ
　
　
な

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
服
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で

す
。

　
私
は
よ
く
、
母
と
一
緒
に
服
屋
さ
ん
に
行
き
ま
す
。
そ
の

服
屋
さ
ん
に
は
、
花
柄
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
千
鳥
柄
の
ス
パ
ッ

ツ
な
ど
、
か
わ
い
い
服
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分
に
似

合
う
物
は
ど
れ
か
な
、
今
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
服
に
合
わ

せ
や
す
い
の
は
ど
れ
か
な
な
ど
考
え
る
と
、
わ
く
わ
く
し

て
き
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
服
を
見
て
、「
こ
れ
は
○

○
ち
ゃ
ん
に
似
合
う
な
」「
○
○
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
好
き
そ
う
」

な
ど
、
友
達
の
こ
と
も
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
服
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
、
こ
ん
な
服
つ
く
っ
て
み
た
い
な
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
将
来
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
も
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な

人
に
も
着
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
の

服
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
着
る
人
を
笑
顔
に

し
て
、
お
し
ゃ
れ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
私
は
こ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
学
校
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
が

ん
ば
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
見
た
り
雑
誌
を
読
ん

だ
り
し
て
、
服
の
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
た
い
で
す
。
一
歩
一
歩

夢
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

松
　井

　保
奈
美
　

さ
ん

　（
五
十
沢
小
学
校
　
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
な
　
み

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
保
育

士
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
歳
の
離
れ
た
か

わ
い
い
い
と
こ
達
の
存
在
で
す
。
い
と
こ
が
生
ま
れ
た
時

か
ら
お
む
つ
を
交
換
し
た
り
、
哺
乳
瓶
で
ミ
ル
ク
を
飲
ま

せ
て
あ
げ
た
り
、
一
緒
に
お
風
呂
に
入
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
本
当
の
弟
や
妹
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
お
む
つ
交
換
で
、
き
れ
い
に
拭
く
の
は
大
変

だ
し
、
ミ
ル
ク
を
ち
ゃ
ん
と
飲
ん
で
く
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
、
つ
い
怒
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
お
む
つ
を
替
え
終
わ
っ
て
喜
ん
で
遊
ん

で
い
る
姿
や
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
す
や
す
や

眠
っ
て
い
る
顔
を
見
る
と
、
何
と
も
い
え
な
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
小
さ
い
子
ど
も
達
と
接
し
た
経
験

を
、
将
来
の
仕
事
に
活
か
し
て
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
保
育
士
に
な
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ピ
ア
ノ
が
う
ま

く
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
子
ど
も
達
が
喜
ぶ
よ
う
な
お

も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
ま

た
、
子
ど
も
の
安
全
や
成
長
な
ど
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
勉

強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
総
合
学
習
の
職
場
体
験
は
保
育
園
を
選
び
ま
し
た
。

　
い
つ
か
保
育
士
に
な
っ
て
、
大
勢
の
子
ど
も
達
と
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
を
目
標
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
で
も
挑
戦
し
、
頑

張
り
ま
す
。

井
　口  

彩
　音
　

さ
ん

　（
五
日
町
小
学
校
　
６
年
）

あ
や
　
　

ね

　
私
の
将
来
の
夢
は
、小
学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
先
生
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と

か
か
わ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
あ
い
た
い
か
ら
で

す
。
将
来
、
先
生
に
な
れ
る
か
ど
う
か
は
自
分
次
第
で
す

が
、
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
、
少
し
で

も
近
づ
い
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
今
の
担
任
の
先
生
み
た
い
な
、
明
る
く
て

優
し
い
先
生
に
あ
こ
が
れ
て
、
こ
う
い
う
職
業
に
つ
け
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
私
の
担
任
の
先
生
は
、
授
業
や
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
時
、
と

て
も
明
る
く
て
優
し
い
の
で
、
い
つ
も
私
を
笑
顔
に
し
て
く

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
六
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
勉
強
が
も

っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
先
生
を
見
て
、
す
ご
い

な
と
思
い
、
私
も
先
生
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
も
し
先
生
に
な
れ
た
ら
、
私
も
担
任
の
先
生
み
た
い
に
笑

顔
で
優
し
い
先
生
に
な
っ
て
、
み
ん
な
が
あ
こ
が
れ
る
よ
う

な
、
す
て
き
な
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

　
先
生
に
な
れ
る
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
勉
強
に
取
り
組
ん

で
、
い
つ
か
母
校
で
あ
る
中
之
島
小
学
校
で
、
先
生
と
し
て

勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
先
生
に
な

る
と
い
う
夢
が
か
な
う
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣
に
勉

強
な
ど
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

髙
　橋

　好
　花
　

さ
ん

　（
中
之
島
小
学
校
　
６
年
）
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か
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す
。

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
先
生
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と

か
か
わ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
あ
い
た
い
か
ら
で

す
。
将
来
、
先
生
に
な
れ
る
か
ど
う
か
は
自
分
次
第
で
す

が
、
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
、
少
し
で

も
近
づ
い
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
今
の
担
任
の
先
生
み
た
い
な
、
明
る
く
て

優
し
い
先
生
に
あ
こ
が
れ
て
、
こ
う
い
う
職
業
に
つ
け
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
私
の
担
任
の
先
生
は
、
授
業
や
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
時
、
と

て
も
明
る
く
て
優
し
い
の
で
、
い
つ
も
私
を
笑
顔
に
し
て
く

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
六
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
勉
強
が
も

っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
先
生
を
見
て
、
す
ご
い

な
と
思
い
、
私
も
先
生
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
も
し
先
生
に
な
れ
た
ら
、
私
も
担
任
の
先
生
み
た
い
に
笑

顔
で
優
し
い
先
生
に
な
っ
て
、
み
ん
な
が
あ
こ
が
れ
る
よ
う

な
、
す
て
き
な
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

　
先
生
に
な
れ
る
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
勉
強
に
取
り
組
ん

で
、
い
つ
か
母
校
で
あ
る
中
之
島
小
学
校
で
、
先
生
と
し
て

勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
先
生
に
な

る
と
い
う
夢
が
か
な
う
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣
に
勉

強
な
ど
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

髙
　橋

　好
　花
　

さ
ん

　（
中
之
島
小
学
校
　
６
年
）

こ
の
　
　

か

今年は
未年 夢夢
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【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
　☎
7
7
3

－

6
6
7
2

つよく　かしこく　やさしい子教育目標

〒949-7145 南魚沼市四十日1790-1　 ☎776-2064 / FAX 776-2120

◆ 全校児童数　97人　◆ 職員数　14人　※ 11月１日現在

南魚沼市立大巻小学校 10
シリーズ

シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します

シエラレオネ共和国
（公用語） 英語
（首　都） フリータウン
（面　積） 71,740㎢（116位）
（人　口） 600万人
（ＧＤＰ（ＰＰＰ）） 117億ドル（148位）
（通　貨） レオン（SLL）
＊ＧＤＰは国内総生産のことで購買力平
　価説（ＰＰＰ）により算出した数値です

【私の国はこんなところ】
　アバディーンビーチは、シエラレオネの大西洋に面している美しいビーチです。
このビーチは昔からとても人気が高く、感動とエキサイティングな体験が待ってい
る魅力的な観光地です。豊かな文化と温かいおもてなしをする民族性もシエラレ
オネの特徴です。
　きれいな夕日が見えるアバディーンの海岸は、人々の心をいやしてくれます。ビ
ーチのレストランでは、ココナッツオイルで調理された芋の葉やキャッサバの料理を
味わうことができます。どの料理もおいしく、忘れられない体験をさせてくれます。

【南魚沼市に住んで感じた事】
　南魚沼市にある八色の森公園は、新鮮な空気と美しい緑があふれる公園で、
学生たちが国際大学を去った後も心に残る場所です。公園を散歩するとやさしく
そよ風を感じ、芝生の上を裸足で歩くと大地の息吹が足の裏から伝わってきます。
　そして米どころ南魚沼のお寿司は、とてもおいしいです。健康にもよく、見た目
も美しい日本の料理は、留学生の食欲を一層そそります。この地での経験は、私
たちに日本文化の美しさを学ぶ貴重な時間を与えてくれます。

国際大学留学生
お国自慢コーナー
～ｂｏａｓｔ ｏｆ ｍｙ ｃｏｕｎｔｒｙ～
「シエラレオネ共和国」モハメッド アルーシャス エドモンドさん

シリーズ

第21 
回

　大巻小学校は、明治７年（１８７４年）に四十日地区の宗龍寺を借りて誕生し、今年度で創立１４０周年を迎えました。
　『はつらつと 学び のびる 大巻の子』を重点目標に、教育活動に取り組んでいます。11月９日（日）に、「記念集会」
「学習発表会」「収穫祭」「祝賀会」を開催し、保護者や地域の皆さんと一緒に創立１４０周年を祝いました。

学校田での米作り

ふるさと活動

140周年記念大運動会

ペア読書

クロスカントリースキーの練習

冬季間は、体育や特設クラブの時間にクロスカントリースキーに取り組
み、心と体をきたえています。

米作りの先生はじめ、大勢のボランティ
アの人に教えてもらいながら、全校で
田植えと稲刈りをしました。大巻地区
は、魚沼産コシヒカリの発祥の地です。
これからも米作りを伝統として引き継
いでいきます。

五日町スキー場まで歩いていき、青空
班（縦割り班）ごとにネイーチャーゲー
ムや自由活動をして楽しく過ごしまし
た。高台からのながめは最高でした。

１４０周年をお祝いする記念種目「青空駅
伝」では、８つの青空班（縦割り班）、保
護者、職員の10チームがたすきをつな
ぎながら各チームがグラウンドを14周
走り、全員で140周しました。

本に親しみながら、もっと仲良くなるた
めに、上級生と下級生が互いに本の読
み聞かせをする活動を年間４回行ってい
ます。

「五十沢地区文化芸能祭を開催」
五十沢地域づくり協議会

☎774－2002
　11月３日（月・祝）、五十沢中学校を会場に、
柔剣道場で「作品展示」、体育館で「芸能祭」
を盛大に開催しました。大勢の人から出品、
出演していただきました。

「都市と農村の交流事業を開催」
薮神地区地域づくり協議会

☎777－4862
　10月19日（日）、関東地区在住者60人と薮
神地区の参加者40人が上野の精養軒に集ま
り、楽しく交流をしました。この事業は、一村
尾の「御神楽」を東京在住者に披露して欲しい
との要望を受け、「御神楽東京公演」として始
まりました。平成21年からは薮神地区の各行
政区長も参加して交流の輪を広げ、平成23年
からは協議会との共催で「都市と農村の交流
事業」として開催しています。

「郷土の支配者と農民の　　　
　暮らしを探る学習会を開催」
中之島地区まちづくり協議会

☎782－1997
　10月27日（月）、中之島地区センターを会
場に、田村慶一さん〔五郎丸〕を講師に迎え、
江戸時代を中心とした郷土中之島の歴史を
語っていただきました。古文書などの貴重
な資料をひもときながら、近世の農民の暮
らしぶりを、丁寧に伝えてもらいました。
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田植えと稲刈りをしました。大巻地区
は、魚沼産コシヒカリの発祥の地です。
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班（縦割り班）ごとにネイーチャーゲー
ムや自由活動をして楽しく過ごしまし
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走り、全員で140周しました。

本に親しみながら、もっと仲良くなるた
めに、上級生と下級生が互いに本の読
み聞かせをする活動を年間４回行ってい
ます。

「五十沢地区文化芸能祭を開催」
五十沢地域づくり協議会

☎774－2002
　11月３日（月・祝）、五十沢中学校を会場に、
柔剣道場で「作品展示」、体育館で「芸能祭」
を盛大に開催しました。大勢の人から出品、
出演していただきました。

「都市と農村の交流事業を開催」
薮神地区地域づくり協議会

☎777－4862
　10月19日（日）、関東地区在住者60人と薮
神地区の参加者40人が上野の精養軒に集ま
り、楽しく交流をしました。この事業は、一村
尾の「御神楽」を東京在住者に披露して欲しい
との要望を受け、「御神楽東京公演」として始
まりました。平成21年からは薮神地区の各行
政区長も参加して交流の輪を広げ、平成23年
からは協議会との共催で「都市と農村の交流
事業」として開催しています。
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申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
（
月
）
〜
３
月

16
日
（
月
）

確
定
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
ま
し
ょ
う

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
１
月
１
日
〜

12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た
す
べ

て
の
所
得
金
額
と
、
そ
れ
に
対
す
る
所
得

税
を
計
算
し
て
、
自
発
的
に
申
告
す
る
制

度
で
す
。
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を

利
用
し
て
、
自
分
で
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
書
は
３
つ
の
方
法
で
作
成
で
き

ま
す

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
と
、
プ
リ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
自

宅
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
①「
国
税
庁
」
で
検
索 

②
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
作
成
・
印
刷 

③
源

泉
徴
収
票
な
ど
を
添
付
し
、
小
千
谷
税
務

署
か
市
役
所
に
提
出

※
１
月
上
旬
か
ら
作
成
可
能
で
す

手
書
き
　

　
手
書
き
用
の
確
定
申
告
書
は
、
１
月
中

旬
に
、
本
庁
舎 

税
務
課
と
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
ま
す
。（
申
告

書
は
複
写
式
、
１
枚
目
の
み
提
出
）

市・県
民
税
申
告
と
確
定
申
告

の
準
備
は
お
早
め
に

【
問
合
せ
】
　
税
務
課 

市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
8

社
会
保
険
料
控
除
資
料
の

発
送

【
問
合
せ
】
　
税
務
課 

収
税
班

　
　
　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
9

対
象
　
成
績
優
秀
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
進
学
が
困
難
な
生
徒
や
学
生

条
件
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
の
子
ど
も

や
兄
妹
な
ど
が
、
学
校
教
育
法
に
定
め

る
高
校
・
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な

ど
に
進
学
・
在
学
す
る
場
合
で
、
他
制

度
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
な
い
人

（
医
学
部
医
学
科
に
進
学
・
在
学
す
る

人
に
限
り
、
併
用
可
）

貸
与
額
　
①
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な

ど
：
月
額
５
０
，
０
０
０
円

　
②
高
校
：
月
額
１
８
，
０
０
０
円

※
①
・
②
と
も
無
利
子
、
年
３
回
に
分
け

て
貸
与

返
還
期
間
　
半
年
据
置
後
、
借
り
た
期
間

の
２
・
５
倍
の
期
間
（
毎
月
末
日
、
ま

た
は
年
２
回
の
返
還
）

　
大
学
４
年
間
で
２
４
０
万
円
借
り
た

場
合
〔
返
還
期
間
10
年
、
半
年
据
置

後
初
回
年
度
１
２
０
，
０
０
０
円
、

翌
年
度
以
降
２
４
０
，
０
０
０
円
、

最
終
年
１
２
０
，
０
０
０
円
を
返
還
〕

提
出
書
類
（
申
請
書
な
ど
は
、
学
校
教
育

課
ま
で
）

奨
学
生
募
集
中

〜
平
成
27
年
度
進
学
分
〜

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
〒
９
４
９
‐
７
３
９
２

　
　
　
浦
佐
１
１
８
８
‐
２
（
大
和
庁
舎
）

　
学
校
教
育
課
　
☎
7
7
7

－

3
1
1
8

対
象
　
平
成
27
年
度
に
、
市
内
在
住
の
中

学
３
年
生

派
遣
予
定
期
間
（
８
日
間
）

　
８
月
19
日
（
水
）
〜
26
日
（
水
）

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
（
オ
レ
ゴ
ン
州
ユ
ー

ジ
ー
ン
市
な
ど
）

定
員
　
20
人

応
募
方
法
　
学
校
教
育
課
に
あ
る
申
込
書

を
提
出

締
切
り
　
１
月
16
日
（
金
）

選
考
日
時
　
２
月
７
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜

選
考
会
場
　
大
和
庁
舎
３
階 

大
会
議
室

選
考
方
法
　
日
本
語
作
文
・日
本
語
面
接
・

英
語
面
接
に
よ
り
選
考

個
人
負
担
　
10
万
円
（
そ
の
他
に
、
往
路

電
車
賃
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
費
用
、Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
申
請
費
、
任
意
保
険
料
、
小
遣

い
な
ど
の
負
担
が
必
要
）

※
経
済
的
理
由
で
参
加
が
困
難
な
生
徒

に
、
10
万
円
を
助
成
す
る
「
中
学
生
海

外
派
遣
助
成
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希

望
者
は
相
談
く
だ
さ
い

オ
レ
ゴ
ン
州
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
体
験

平
成
27
年
度
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

 

〜
参
加
者
募
集
中
〜

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
学
校
教
育
課
　
☎
7
7
7

－

3
1
1
8

　　
平
成
26
年
5
月
か
ら
供
用
し
て
い
る
大

原
運
動
公
園
野
球
場
の
愛
称
を
命
名
す
る

権
利
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
命
名
権
利
を
企
業
な
ど
に
与
え
る
こ
と

で
、企
業
名
な
ど
の
広
告
機
会
を
提
供
し
、

そ
の
対
価
を
財
源
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

契
約
金
額
　
年
額
１
０
０
万
円
以
上
（
消

費
税
含
む
、
１
万
円
単
位
で
提
案
く
だ

さ
い
）

契
約
期
間
　
３
年
以
上
（
１
年
単
位
で
、

提
案
者
の
希
望
期
間
）

始
期
…
平
成
27
年
４
月
１
日

終
期
…
平
成
30
年
以
降
の
各
年
３
月
31
日

（
提
案
者
の
希
望
年
）

募
集
期
間
　
１
月
５
日（
月
）〜
30
日（
金
）

※
個
人
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。
募
集
内

容
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

大
原
運
動
公
園
野
球
場

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
3
0

平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
、
65
歳
以
上

の
要
介
護
認
定
者
で
、
税
申
告
の
「
障
が

い
者
」
か
「
特
別
障
が
い
者
」
に
該
当
す

る
人
（
平
成
26
年
中
に
亡
く
な
っ
た
人
も

含
む
）
に
、「
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」を
１
月
20
日
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
。

次
の
場
合
は
対
象
外
で
す

・
要
介
護
認
定
者
で
あ
る
が
、
基
準
に
該

　
当
し
な
い
場
合

・
障
が
い
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
持
ち
、

　
そ
れ
に
よ
る
所
得
控
除
と
同
額
か
少
な

　
く
な
る
場
合

・
転
出
し
た
場
合
（
住
所
地
特
例
に
よ
る

　
転
出
は
除
く
）

・
平
成
26
年
12
月
30
日
以
前
に
有
効
期
間

　
が
終
了
し
、
更
新
申
請
を
し
て
い
な
い

　
場
合

・
窓
口
な
ど
で
す
で
に
交
付
済
み
の
場
合

※
控
除
額
な
ど
の
内
容
は
、
税
務
課
に
確

認
く
だ
さ
い

　
税
務
課 

市
民
税
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

〜
要
介
護
認
定
者
〜
　

　税
申
告
用「
障
が
い
者
控
除

　対
象
者
認
定
書
」の
発
送

【
問
合
せ
】
　

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
7
5

例

申
請
書
…
市
書
式

推
薦
書
…
市
書
式
（
新
入
学
生
は
出
身
校

長
、
在
学
生
は
在
籍
学
校
長
）

成
績
証
明
書
…
新
入
学
生
は
出
身
校
長
、

在
学
生
は
在
籍
学
校
長

合
格
通
知
書
の
写
し
…
新
入
学
生

在
学
証
明
書
原
本
…
在
学
生

住
民
票
…
世
帯
全
員

所
得
証
明
書
…
奨
学
生
の
保
護
者
分

納
税
証
明
書
…
連
帯
保
証
人
に
内
定
し
て

い
る
２
人
分
を
各
１
通
（
う
ち
１
人
は

保
護
者
）

※
市
税
の
滞
納
（
延
滞
金
含
む
）
が
あ
る

場
合
は
、
貸
与
で
き
ま
せ
ん

印
鑑
登
録
証
明
書
…
１
通
（
連
帯
保
証
人

に
内
定
し
て
い
る
人
で
、
保
護
者
以
外

も
の
）

作
文
…
奨
学
金
を
受
け
て
進
学
す
る
こ
と

で
、
自
分
が
将
来
成
し
と
げ
た
い
こ
と

や
抱
い
て
い
る
夢
な
ど
を
、
４
０
０
字

詰
め
の
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
記
載

否
認
定
通
知
の
写
し
…
他
の
奨
学
金
で
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
人
の
み
（
選
考
に
お

い
て
考
慮
し
ま
す
）

※
提
出
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
請
期
限
　
３
月
31
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
必
着

結
果
通
知
　
５
月
上
旬
（
予
定
）
に
、
個

別
に
通
知

ｅ

-

ｔ
ａ
ｘ
　

　
公
的
個
人
認
証
付
き
住
基
カ
ー
ド
と
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
用
い
、
パ

ソ
コ
ン
で
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。ｅ-

ｔ
ａ
ｘ
は
、
添
付
書
類
の
省
略
や
還
付
手

続
き
が
早
い
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

市
・
県
民
税
申
告
書
は
、
市
報
２
月
１
日

号
と
同
時
配
布
し
ま
す

　
２
月
16
日
（
月
）
か
ら
、
市
・
県
民
税

申
告
（
住
民
税
申
告
）
と
確
定
申
告
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
市
・
県
民
税
申
告
書

は
、
市
報
２
月
１
日
号
と
同
時
に
全
戸
配

布
し
ま
す
。
本
庁
舎 

税
務
課
と
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
用
意
し
ま
す
。

収
支
内
訳
書
な
ど
の
書
き
方
相
談

　
農
業
・
営
業
・
不
動
産
所
得
の
収
支
内

訳
書
、
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
、
医
療
費
控

除
の
計
算
明
細
書
の
書
き
方
や
、
減
価
償

却
費
の
計
算
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
　
本
庁
舎 

税
務
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー

期
間
　
１
月
19
日（
月
）〜
２
月
13
日（
金
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す

市
・
県
民
税
申
告
と
確
定
申
告
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
や
、

確
定
申
告
書
の
作
成
が
難
し
い
人
を
対
象

に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
必
要
書
類

を
整
理
す
る
な
ど
、
早
め
に
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

※
株
式
の
譲
渡
所
得
・
株
式
譲
渡
所
得
の

損
失
繰
越
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
１
年
目
の
申
告
は
、
市
の
会
場
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
小
千
谷
税
務

署
主
催
の
申
告
会
場
で
受
け
付
け
ま
す

会
場
　
市
民
会
館
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

期
間
　
2
月
16
日（
月
）〜
3
月
16
日（
月
）

（
土
日
を
除
く
）

※
２
月
22
日（
日
）と
３
月
８
日（
日
）は
、

休
日
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜

４
時
（
休
日
相
談
会
は
、
午
後
３
時
ま

で
）

　
平
成
26
年
中
の
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
額
を
お
知
ら
せ
す
る
「
社
会
保
険
料

控
除
資
料
」
を
１
月
26
日
（
月
）
に
発
送

し
ま
す
。
市
・
県
民
税
の
申
告
や
、
所
得

税
の
確
定
申
告
に
利
用
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
中
に
年
末
調
整
用
に
資
料
を
請
求

さ
れ
た
人
（
事
業
所
で
の
一
括
請
求
を

含
む
）、
社
会
保
険
料
を
年
金
天
引
き

の
み
で
納
付
し
て
い
る
人
に
は
郵
送
し

ま
せ
ん
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申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
（
月
）
〜
３
月

16
日
（
月
）

確
定
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
ま
し
ょ
う

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
１
月
１
日
〜

12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た
す
べ

て
の
所
得
金
額
と
、
そ
れ
に
対
す
る
所
得

税
を
計
算
し
て
、
自
発
的
に
申
告
す
る
制

度
で
す
。
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を

利
用
し
て
、
自
分
で
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
書
は
３
つ
の
方
法
で
作
成
で
き

ま
す

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
と
、
プ
リ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
自

宅
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
①「
国
税
庁
」
で
検
索 

②
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
作
成
・
印
刷 

③
源

泉
徴
収
票
な
ど
を
添
付
し
、
小
千
谷
税
務

署
か
市
役
所
に
提
出

※
１
月
上
旬
か
ら
作
成
可
能
で
す

手
書
き
　

　
手
書
き
用
の
確
定
申
告
書
は
、
１
月
中

旬
に
、
本
庁
舎 

税
務
課
と
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
ま
す
。（
申
告

書
は
複
写
式
、
１
枚
目
の
み
提
出
）

市・県
民
税
申
告
と
確
定
申
告

の
準
備
は
お
早
め
に

【
問
合
せ
】
　
税
務
課 

市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
8

社
会
保
険
料
控
除
資
料
の

発
送

【
問
合
せ
】
　
税
務
課 

収
税
班

　
　
　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
9

対
象
　
成
績
優
秀
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
進
学
が
困
難
な
生
徒
や
学
生

条
件
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
の
子
ど
も

や
兄
妹
な
ど
が
、
学
校
教
育
法
に
定
め

る
高
校
・
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な

ど
に
進
学
・
在
学
す
る
場
合
で
、
他
制

度
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
な
い
人

（
医
学
部
医
学
科
に
進
学
・
在
学
す
る

人
に
限
り
、
併
用
可
）

貸
与
額
　
①
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な

ど
：
月
額
５
０
，
０
０
０
円

　
②
高
校
：
月
額
１
８
，
０
０
０
円

※
①
・
②
と
も
無
利
子
、
年
３
回
に
分
け

て
貸
与

返
還
期
間
　
半
年
据
置
後
、
借
り
た
期
間

の
２
・
５
倍
の
期
間
（
毎
月
末
日
、
ま

た
は
年
２
回
の
返
還
）

　
大
学
４
年
間
で
２
４
０
万
円
借
り
た

場
合
〔
返
還
期
間
10
年
、
半
年
据
置

後
初
回
年
度
１
２
０
，
０
０
０
円
、

翌
年
度
以
降
２
４
０
，
０
０
０
円
、

最
終
年
１
２
０
，
０
０
０
円
を
返
還
〕

提
出
書
類
（
申
請
書
な
ど
は
、
学
校
教
育

課
ま
で
）

奨
学
生
募
集
中

〜
平
成
27
年
度
進
学
分
〜

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
〒
９
４
９
‐
７
３
９
２

　
　
　
浦
佐
１
１
８
８
‐
２
（
大
和
庁
舎
）

　
学
校
教
育
課
　
☎
7
7
7

－

3
1
1
8

対
象
　
平
成
27
年
度
に
、
市
内
在
住
の
中

学
３
年
生

派
遣
予
定
期
間
（
８
日
間
）

　
８
月
19
日
（
水
）
〜
26
日
（
水
）

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
（
オ
レ
ゴ
ン
州
ユ
ー

ジ
ー
ン
市
な
ど
）

定
員
　
20
人

応
募
方
法
　
学
校
教
育
課
に
あ
る
申
込
書

を
提
出

締
切
り
　
１
月
16
日
（
金
）

選
考
日
時
　
２
月
７
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜

選
考
会
場
　
大
和
庁
舎
３
階 

大
会
議
室

選
考
方
法
　
日
本
語
作
文
・日
本
語
面
接
・

英
語
面
接
に
よ
り
選
考

個
人
負
担
　
10
万
円
（
そ
の
他
に
、
往
路

電
車
賃
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
費
用
、Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
申
請
費
、
任
意
保
険
料
、
小
遣

い
な
ど
の
負
担
が
必
要
）

※
経
済
的
理
由
で
参
加
が
困
難
な
生
徒

に
、
10
万
円
を
助
成
す
る
「
中
学
生
海

外
派
遣
助
成
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希

望
者
は
相
談
く
だ
さ
い

オ
レ
ゴ
ン
州
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
体
験

平
成
27
年
度
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

 

〜
参
加
者
募
集
中
〜

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
学
校
教
育
課
　
☎
7
7
7

－

3
1
1
8

　　
平
成
26
年
5
月
か
ら
供
用
し
て
い
る
大

原
運
動
公
園
野
球
場
の
愛
称
を
命
名
す
る

権
利
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
命
名
権
利
を
企
業
な
ど
に
与
え
る
こ
と

で
、企
業
名
な
ど
の
広
告
機
会
を
提
供
し
、

そ
の
対
価
を
財
源
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

契
約
金
額
　
年
額
１
０
０
万
円
以
上
（
消

費
税
含
む
、
１
万
円
単
位
で
提
案
く
だ

さ
い
）

契
約
期
間
　
３
年
以
上
（
１
年
単
位
で
、

提
案
者
の
希
望
期
間
）

始
期
…
平
成
27
年
４
月
１
日

終
期
…
平
成
30
年
以
降
の
各
年
３
月
31
日

（
提
案
者
の
希
望
年
）

募
集
期
間
　
１
月
５
日（
月
）〜
30
日（
金
）

※
個
人
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。
募
集
内

容
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

大
原
運
動
公
園
野
球
場

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
3
0

平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
、
65
歳
以
上

の
要
介
護
認
定
者
で
、
税
申
告
の
「
障
が

い
者
」
か
「
特
別
障
が
い
者
」
に
該
当
す

る
人
（
平
成
26
年
中
に
亡
く
な
っ
た
人
も

含
む
）
に
、「
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」を
１
月
20
日
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
。

次
の
場
合
は
対
象
外
で
す

・
要
介
護
認
定
者
で
あ
る
が
、
基
準
に
該

　
当
し
な
い
場
合

・
障
が
い
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
持
ち
、

　
そ
れ
に
よ
る
所
得
控
除
と
同
額
か
少
な

　
く
な
る
場
合

・
転
出
し
た
場
合
（
住
所
地
特
例
に
よ
る

　
転
出
は
除
く
）

・
平
成
26
年
12
月
30
日
以
前
に
有
効
期
間

　
が
終
了
し
、
更
新
申
請
を
し
て
い
な
い

　
場
合

・
窓
口
な
ど
で
す
で
に
交
付
済
み
の
場
合

※
控
除
額
な
ど
の
内
容
は
、
税
務
課
に
確

認
く
だ
さ
い

　
税
務
課 

市
民
税
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

〜
要
介
護
認
定
者
〜
　

　税
申
告
用「
障
が
い
者
控
除

　対
象
者
認
定
書
」の
発
送

【
問
合
せ
】
　

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
7
5

例

申
請
書
…
市
書
式

推
薦
書
…
市
書
式
（
新
入
学
生
は
出
身
校

長
、
在
学
生
は
在
籍
学
校
長
）

成
績
証
明
書
…
新
入
学
生
は
出
身
校
長
、

在
学
生
は
在
籍
学
校
長

合
格
通
知
書
の
写
し
…
新
入
学
生

在
学
証
明
書
原
本
…
在
学
生

住
民
票
…
世
帯
全
員

所
得
証
明
書
…
奨
学
生
の
保
護
者
分

納
税
証
明
書
…
連
帯
保
証
人
に
内
定
し
て

い
る
２
人
分
を
各
１
通
（
う
ち
１
人
は

保
護
者
）

※
市
税
の
滞
納
（
延
滞
金
含
む
）
が
あ
る

場
合
は
、
貸
与
で
き
ま
せ
ん

印
鑑
登
録
証
明
書
…
１
通
（
連
帯
保
証
人

に
内
定
し
て
い
る
人
で
、
保
護
者
以
外

も
の
）

作
文
…
奨
学
金
を
受
け
て
進
学
す
る
こ
と

で
、
自
分
が
将
来
成
し
と
げ
た
い
こ
と

や
抱
い
て
い
る
夢
な
ど
を
、
４
０
０
字

詰
め
の
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
記
載

否
認
定
通
知
の
写
し
…
他
の
奨
学
金
で
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
人
の
み
（
選
考
に
お

い
て
考
慮
し
ま
す
）

※
提
出
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
請
期
限
　
３
月
31
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
必
着

結
果
通
知
　
５
月
上
旬
（
予
定
）
に
、
個

別
に
通
知

ｅ

-

ｔ
ａ
ｘ
　

　
公
的
個
人
認
証
付
き
住
基
カ
ー
ド
と
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
用
い
、
パ

ソ
コ
ン
で
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。ｅ-

ｔ
ａ
ｘ
は
、
添
付
書
類
の
省
略
や
還
付
手

続
き
が
早
い
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

市
・
県
民
税
申
告
書
は
、
市
報
２
月
１
日

号
と
同
時
配
布
し
ま
す

　
２
月
16
日
（
月
）
か
ら
、
市
・
県
民
税

申
告
（
住
民
税
申
告
）
と
確
定
申
告
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
市
・
県
民
税
申
告
書

は
、
市
報
２
月
１
日
号
と
同
時
に
全
戸
配

布
し
ま
す
。
本
庁
舎 

税
務
課
と
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
用
意
し
ま
す
。

収
支
内
訳
書
な
ど
の
書
き
方
相
談

　
農
業
・
営
業
・
不
動
産
所
得
の
収
支
内

訳
書
、
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
、
医
療
費
控

除
の
計
算
明
細
書
の
書
き
方
や
、
減
価
償

却
費
の
計
算
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
　
本
庁
舎 

税
務
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー

期
間
　
１
月
19
日（
月
）〜
２
月
13
日（
金
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す

市
・
県
民
税
申
告
と
確
定
申
告
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
や
、

確
定
申
告
書
の
作
成
が
難
し
い
人
を
対
象

に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
必
要
書
類

を
整
理
す
る
な
ど
、
早
め
に
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

※
株
式
の
譲
渡
所
得
・
株
式
譲
渡
所
得
の

損
失
繰
越
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
１
年
目
の
申
告
は
、
市
の
会
場
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
小
千
谷
税
務

署
主
催
の
申
告
会
場
で
受
け
付
け
ま
す

会
場
　
市
民
会
館
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

期
間
　
2
月
16
日（
月
）〜
3
月
16
日（
月
）

（
土
日
を
除
く
）

※
２
月
22
日（
日
）と
３
月
８
日（
日
）は
、

休
日
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜

４
時
（
休
日
相
談
会
は
、
午
後
３
時
ま

で
）

　
平
成
26
年
中
の
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
額
を
お
知
ら
せ
す
る
「
社
会
保
険
料

控
除
資
料
」
を
１
月
26
日
（
月
）
に
発
送

し
ま
す
。
市
・
県
民
税
の
申
告
や
、
所
得

税
の
確
定
申
告
に
利
用
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
中
に
年
末
調
整
用
に
資
料
を
請
求

さ
れ
た
人
（
事
業
所
で
の
一
括
請
求
を

含
む
）、
社
会
保
険
料
を
年
金
天
引
き

の
み
で
納
付
し
て
い
る
人
に
は
郵
送
し

ま
せ
ん
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近
年
、
異
常
気
象
な
ど
に
よ
り
全
国
で

多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
１
１

９
番
通
報
方
法
な
ど
、
消
防
に
関
す
る
こ

と
を
も
う
一
度
確
認
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
要
請
す
る
と
き
は

　
救
急
車
は
、
事
故
や
急
病
な
ど
で
緊
急

に
医
療
機
関
へ
傷
病
者
を
搬
送
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
利
用
く
だ
さ
い
。

　
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
搬
送
で

き
る
よ
う
な
軽
い
症
状
の
と
き
に
救
急
車

を
要
請
す
る
と
、
命
に
関
わ
る
け
が
や
病

気
の
人
へ
の
出
動
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
　
１
１
９
番
通
報
す
る
と
き
は
何
を
伝

え
れ
ば
い
い
の
？

　
　
１
秒
で
も
早
い
出
動
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、通
報
す
る
と
き
に
は「
住
所
」「
電

話
番
号
」「
名
前
」「
要
請
内
容
」
を
落

ち
着
い
て
確
実
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の

通
報
は
、場
所
が
特
定
し
に
く
い
た
め
、

そ
の
場
所
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
落
ち

着
い
て
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
で
す
。
そ

の
こ
と
で
、
出
動
が
遅
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
通
報
者
や
そ
の
周
囲
の
人
に
、
救
命
率

の
向
上
の
た
め
、
応
急
手
当
な
ど
を
電

話
で
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
す
べ
て
の
住
宅（
共
同
住
宅
含
む
）に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
が
済
ん
で
い
な
い

場
合
は
、
早
急
に
設
置
く
だ
さ
い
。

　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ど
こ
に
設
置

す
れ
ば
い
い
の
？

　
　
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所

は
、
寝
室
、
階
段
、
廊
下
な
ど
で
す
。

台
所
に
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

設
置
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

設
置
す
る
場
所
や
不
明
な
点
は
、
気
軽

に
消
防
本
部
（
署
）
予
防
係
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
廃
棄
処
分

　
点
検
が
行
わ
れ
ず
放
置
さ
れ
、
腐
食
が

進
ん
だ
消
火
器
の
レ
バ
ー
を
操
作
す
る
と

破
裂
を
起
こ
し
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
期
限
が
過
ぎ
る
な
ど
、
不
要
に

な
っ
た
消
火
器
は
、
適
正
に
処
分
し
ま
し

ょ
う
。

に
適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
ま
す
。
危

険
物
施
設
の
許
認
可
事
務
も
行
い
ま
す
。

 

警
防
課  

☎
７
８
２

－

５
３
３
１

警
防
係
…
消
火
活
動
で
使
用
す
る
消
防
水

利
（
消
火
栓
・
防
火
水
槽
な
ど
）
の
設

置
や
、
消
防
団
車
両
の
維
持
管
理
な
ど

を
行
い
ま
す
。 

救
急
係
…
応
急
手
当
講
習
会
の
企
画
・
運

営
や
、
救
急
車
・
救
急
機
材
な
ど
の
維

持
管
理
を
行
い
ま
す
。

防
災
救
助
係
…
消
火
・
救
助
活
動
に
使
用

す
る
消
防
署
の
車
両
や
、
機
械
器
具
の

維
持
管
理
、
各
種
訓
練
の
企
画
立
案
な

ど
を
行
い
ま
す
。

 

消
防
庶
務
課  

☎
７
８
２

－

０
８
６
０

消
防
庶
務
係
…
消
防
業
務
に
関
す
る
予
算

編
成
や
、
消
防
士
の
教
育
計
画
立
案
、

制
服
な
ど
の
購
入
に
関
す
る
事
務
を
行

い
ま
す
。

消
防
団
係
…
消
防
団
員
の
報
酬
や
被
服
の

貸
与
な
ど
、
消
防
団
に
関
す
る
事
務
を

行
い
ま
す
。

通
信
指
令
係
…
消
防
本
部
の
緊
急
通
報
な

ど
の
情
報
管
理
を
行
い
ま
す
。
１
１
９

番
通
報
を
受
信
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

に
よ
り
出
動
隊
を
選
択
し
、
出
動
を
指

令
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
災
害
に
関
す

る
情
報
収
集
や
気
象
情
報
の
受
信
、
伝

達
業
務
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
か
ら
意
見
・
ア
イ
デ

ア
を
聞
く
た
め
に
、
今
年
度
２
回

目
の
「
わ
か
ま
ち
カ
フ
ェ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
現
在
、参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

１
回
目
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人

も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

わ
か
ま
ち
カ
フ
ェ
の
内
容（
予
定
）

・
未
来
の
南
魚
沼
市
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

ま
す
。

・
出
た
ア
イ
デ
ア
を
組
み
合
わ
せ

た
り
、
実
現
す
る
方
法
を
考
え

ま
す
。

※
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
話
し
合
い
が

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
進
め
ま
す

日
時
　
１
月
18
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
５
時

会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

参
加
資
格
　
49
歳
以
下
（
市
内
在

住
か
在
勤
）

参
加
費
　
無
料

定
員
　
40
人

締
切
り
　
１
月
15
日
（
木
）

　
　
使
用
期
限
の
過
ぎ
た
消
火
器
は
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
　
消
火
器
の
廃
棄
は
、
安
全
な
回
収
と

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
に
、
平
成
22

年
か
ら
「
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
お
持
ち
の
消
火
器
の
廃
棄
処
分

に
は
、
消
火
器
販
売
店
な
ど
で
「
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ー
ル
」
を
購
入
し
、
引
き
取

っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
防
署
の
業
務

　
消
防
署
で
は
、
火
災
や
救
急
へ
の
対
応

の
ほ
か
に
、
火
災
予
防
の
た
め
な
ど
に
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
署
は
、
災
害
な
ど
の
出
動
が
な

い
と
き
は
何
を
し
て
い
る
の
？

　
　
消
防
本
部
（
署
）
に
は
、
３
つ
の
課

が
あ
り
、
係
ご
と
に
次
の
よ
う
な
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

予
防
課  

☎
７
８
２

－

５
３
３
０

予
防
係
…
新
築
や
改
築
す
る
建
物
に
、
火

災
予
防
上
必
要
な
消
防
用
設
備
な
ど
の

設
置
を
指
導
し
ま
す
。

指
導
係
…
旅
館
・
飲
食
店
な
ど
、
人
が
多

く
集
ま
る
建
物
な
ど
で
、
防
火
管
理
体

制
や
消
防
用
設
備
な
ど
が
法
令
に
適
合

し
、
管
理
が
適
正
で
あ
る
か
検
査
・
指

導
し
ま
す
。

危
険
物
係
…
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
地
下

タ
ン
ク
な
ど
の
危
険
物
施
設
が
、
法
令

Q.A.

A.Q. Q.A.

Q.A.

第
２
回
若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議

「
わ
か
ま
ち
カ
フ
ェ
」を
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　
企
画
政
策
課

　
　
　
☎
７
７
３

－

６
６
７
２

　
２
月
１
日
現
在
で
、
農
林
業
の

国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る
「
２
０
１

５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。
日
本
の
農
林
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
る
最
も
基
本
的
な

基
幹
統
計
調
査
で
、
統
計
法
に
基

づ
き
、
報
告
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
各
種
農
林
行
政

施
策
の
企
画
・
立
案
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
対
象
者
の
自
宅

や
会
社
な
ど
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
協
力
く
だ
さ
い
。

※
調
査
票
の
記
入
事
項
は
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

調
査
対
象
　
農
業
・
林
業
者
、
会

社
や
集
落
営
農
な
ど
、
農
林
業

を
営
ん
で
い
る
経
営
体

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　
　
　
企
画
政
策
課

　
　
　
☎
７
７
３

－

６
６
７
２

〜
つ
な
が
り
合
い
育
て
よ
う

　
　瞳
輝
く
子
ど
も
ら
を
〜

　「
命
」
を
大
切
に
す
る
教
育
と
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
立
を
図
り
な

が
ら
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
の
瞳
を
輝
か
せ
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
必

要
な
の
か
、
と
も
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

講
師
　
相
馬
誠
一
さ
ん
（
東
京
家

政
大
学
人
文
学
部
心
理
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
学
科
教
授
）

日
時
　
１
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
市
民
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

※
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

主
催
　
教
育
相
談
サ
ポ
ー
ト
「
ス

マ
イ
リ
ー
」

後
援
　
南
魚
沼
市
教
育
委
員
会
・

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
26
年
度 

教
育
支
援
講
演
会

『
子
ど
も
た
ち
の

　
生
命
と
心
を
守
る
』

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

　
　
　
セ
ン
タ
ー（
子
ど
も
担
当
）

　
　
　
☎
７
７
３

－

3
1
8
7

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

命を救ったご近所づきあい～改めて実感するおつきあいの大切さ～
　山陰地方の大雪〔平成22年12月～平成23年1月〕（安来市 50代 男性）

　このあたりの地域性なのかもしれませんが、このあたりでは
顔見知りがほとんどです。今回の豪雪でも、日ごろのおつきあ
いのおかげで、尊い命が救われました。
　ある人が、近所のお宅の前を通りかかったところ、軽トラッ
クのライトがつきっぱなしになっているのを見つけたんです。
「この家の人は、そんなことをする人じゃないけれどもなぁ？」
と思い、様子を見に行ったところ、なんと家の人が屋根から落
ちてきた雪に埋もれていました。すでに低体温症におちいって
いたそうです。気づかれなければ、亡くなっていたと思います。
顔が見えるおつきあいの大切さを、あらためて実感させられる
出来事でした。

１日前プロジェクト　―災害に備えて―１日前プロジェクト　―災害に備えて―

シリーズ
市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
⑯

１
１
９
番
通
報
や
消
防
署
の
業
務

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
消
防
庶
務
課

　
　
　
　
　
☎
７
８
２

－

０
８
６
０

「つっちー」
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近
年
、
異
常
気
象
な
ど
に
よ
り
全
国
で

多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
１
１

９
番
通
報
方
法
な
ど
、
消
防
に
関
す
る
こ

と
を
も
う
一
度
確
認
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
要
請
す
る
と
き
は

　
救
急
車
は
、
事
故
や
急
病
な
ど
で
緊
急

に
医
療
機
関
へ
傷
病
者
を
搬
送
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
利
用
く
だ
さ
い
。

　
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
搬
送
で

き
る
よ
う
な
軽
い
症
状
の
と
き
に
救
急
車

を
要
請
す
る
と
、
命
に
関
わ
る
け
が
や
病

気
の
人
へ
の
出
動
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
　
１
１
９
番
通
報
す
る
と
き
は
何
を
伝

え
れ
ば
い
い
の
？

　
　
１
秒
で
も
早
い
出
動
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、通
報
す
る
と
き
に
は「
住
所
」「
電

話
番
号
」「
名
前
」「
要
請
内
容
」
を
落

ち
着
い
て
確
実
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の

通
報
は
、場
所
が
特
定
し
に
く
い
た
め
、

そ
の
場
所
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
落
ち

着
い
て
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
で
す
。
そ

の
こ
と
で
、
出
動
が
遅
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
通
報
者
や
そ
の
周
囲
の
人
に
、
救
命
率

の
向
上
の
た
め
、
応
急
手
当
な
ど
を
電

話
で
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
す
べ
て
の
住
宅（
共
同
住
宅
含
む
）に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
が
済
ん
で
い
な
い

場
合
は
、
早
急
に
設
置
く
だ
さ
い
。

　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ど
こ
に
設
置

す
れ
ば
い
い
の
？

　
　
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所

は
、
寝
室
、
階
段
、
廊
下
な
ど
で
す
。

台
所
に
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

設
置
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

設
置
す
る
場
所
や
不
明
な
点
は
、
気
軽

に
消
防
本
部
（
署
）
予
防
係
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
廃
棄
処
分

　
点
検
が
行
わ
れ
ず
放
置
さ
れ
、
腐
食
が

進
ん
だ
消
火
器
の
レ
バ
ー
を
操
作
す
る
と

破
裂
を
起
こ
し
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
期
限
が
過
ぎ
る
な
ど
、
不
要
に

な
っ
た
消
火
器
は
、
適
正
に
処
分
し
ま
し

ょ
う
。

に
適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
ま
す
。
危

険
物
施
設
の
許
認
可
事
務
も
行
い
ま
す
。

 

警
防
課  

☎
７
８
２

－

５
３
３
１

警
防
係
…
消
火
活
動
で
使
用
す
る
消
防
水

利
（
消
火
栓
・
防
火
水
槽
な
ど
）
の
設

置
や
、
消
防
団
車
両
の
維
持
管
理
な
ど

を
行
い
ま
す
。 

救
急
係
…
応
急
手
当
講
習
会
の
企
画
・
運

営
や
、
救
急
車
・
救
急
機
材
な
ど
の
維

持
管
理
を
行
い
ま
す
。

防
災
救
助
係
…
消
火
・
救
助
活
動
に
使
用

す
る
消
防
署
の
車
両
や
、
機
械
器
具
の

維
持
管
理
、
各
種
訓
練
の
企
画
立
案
な

ど
を
行
い
ま
す
。

 

消
防
庶
務
課  

☎
７
８
２

－

０
８
６
０

消
防
庶
務
係
…
消
防
業
務
に
関
す
る
予
算

編
成
や
、
消
防
士
の
教
育
計
画
立
案
、

制
服
な
ど
の
購
入
に
関
す
る
事
務
を
行

い
ま
す
。

消
防
団
係
…
消
防
団
員
の
報
酬
や
被
服
の

貸
与
な
ど
、
消
防
団
に
関
す
る
事
務
を

行
い
ま
す
。

通
信
指
令
係
…
消
防
本
部
の
緊
急
通
報
な

ど
の
情
報
管
理
を
行
い
ま
す
。
１
１
９

番
通
報
を
受
信
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

に
よ
り
出
動
隊
を
選
択
し
、
出
動
を
指

令
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
災
害
に
関
す

る
情
報
収
集
や
気
象
情
報
の
受
信
、
伝

達
業
務
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
か
ら
意
見
・
ア
イ
デ

ア
を
聞
く
た
め
に
、
今
年
度
２
回

目
の
「
わ
か
ま
ち
カ
フ
ェ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
現
在
、参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

１
回
目
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人

も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

わ
か
ま
ち
カ
フ
ェ
の
内
容（
予
定
）

・
未
来
の
南
魚
沼
市
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

ま
す
。

・
出
た
ア
イ
デ
ア
を
組
み
合
わ
せ

た
り
、
実
現
す
る
方
法
を
考
え

ま
す
。

※
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
話
し
合
い
が

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
進
め
ま
す

日
時
　
１
月
18
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
５
時

会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

参
加
資
格
　
49
歳
以
下
（
市
内
在

住
か
在
勤
）

参
加
費
　
無
料

定
員
　
40
人

締
切
り
　
１
月
15
日
（
木
）

　
　
使
用
期
限
の
過
ぎ
た
消
火
器
は
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
　
消
火
器
の
廃
棄
は
、
安
全
な
回
収
と

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
に
、
平
成
22

年
か
ら
「
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
お
持
ち
の
消
火
器
の
廃
棄
処
分

に
は
、
消
火
器
販
売
店
な
ど
で
「
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ー
ル
」
を
購
入
し
、
引
き
取

っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
防
署
の
業
務

　
消
防
署
で
は
、
火
災
や
救
急
へ
の
対
応

の
ほ
か
に
、
火
災
予
防
の
た
め
な
ど
に
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
署
は
、
災
害
な
ど
の
出
動
が
な

い
と
き
は
何
を
し
て
い
る
の
？

　
　
消
防
本
部
（
署
）
に
は
、
３
つ
の
課

が
あ
り
、
係
ご
と
に
次
の
よ
う
な
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

予
防
課  

☎
７
８
２

－

５
３
３
０

予
防
係
…
新
築
や
改
築
す
る
建
物
に
、
火

災
予
防
上
必
要
な
消
防
用
設
備
な
ど
の

設
置
を
指
導
し
ま
す
。

指
導
係
…
旅
館
・
飲
食
店
な
ど
、
人
が
多

く
集
ま
る
建
物
な
ど
で
、
防
火
管
理
体

制
や
消
防
用
設
備
な
ど
が
法
令
に
適
合

し
、
管
理
が
適
正
で
あ
る
か
検
査
・
指

導
し
ま
す
。

危
険
物
係
…
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
地
下

タ
ン
ク
な
ど
の
危
険
物
施
設
が
、
法
令

Q.A.

A.Q. Q.A.

Q.A.

第
２
回
若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議

「
わ
か
ま
ち
カ
フ
ェ
」を
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　
企
画
政
策
課

　
　
　
☎
７
７
３

－

６
６
７
２

　
２
月
１
日
現
在
で
、
農
林
業
の

国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る
「
２
０
１

５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。
日
本
の
農
林
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
る
最
も
基
本
的
な

基
幹
統
計
調
査
で
、
統
計
法
に
基

づ
き
、
報
告
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
各
種
農
林
行
政

施
策
の
企
画
・
立
案
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
対
象
者
の
自
宅

や
会
社
な
ど
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
協
力
く
だ
さ
い
。

※
調
査
票
の
記
入
事
項
は
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

調
査
対
象
　
農
業
・
林
業
者
、
会

社
や
集
落
営
農
な
ど
、
農
林
業

を
営
ん
で
い
る
経
営
体

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　
　
　
企
画
政
策
課

　
　
　
☎
７
７
３

－

６
６
７
２

〜
つ
な
が
り
合
い
育
て
よ
う

　
　瞳
輝
く
子
ど
も
ら
を
〜

　「
命
」
を
大
切
に
す
る
教
育
と
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
立
を
図
り
な

が
ら
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
の
瞳
を
輝
か
せ
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
必

要
な
の
か
、
と
も
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

講
師
　
相
馬
誠
一
さ
ん
（
東
京
家

政
大
学
人
文
学
部
心
理
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
学
科
教
授
）

日
時
　
１
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
市
民
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

※
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

主
催
　
教
育
相
談
サ
ポ
ー
ト
「
ス

マ
イ
リ
ー
」

後
援
　
南
魚
沼
市
教
育
委
員
会
・

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
26
年
度 

教
育
支
援
講
演
会

『
子
ど
も
た
ち
の

　
生
命
と
心
を
守
る
』

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

　
　
　
セ
ン
タ
ー（
子
ど
も
担
当
）

　
　
　
☎
７
７
３

－
3
1
8
7

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

命を救ったご近所づきあい～改めて実感するおつきあいの大切さ～
　山陰地方の大雪〔平成22年12月～平成23年1月〕（安来市 50代 男性）

　このあたりの地域性なのかもしれませんが、このあたりでは
顔見知りがほとんどです。今回の豪雪でも、日ごろのおつきあ
いのおかげで、尊い命が救われました。
　ある人が、近所のお宅の前を通りかかったところ、軽トラッ
クのライトがつきっぱなしになっているのを見つけたんです。
「この家の人は、そんなことをする人じゃないけれどもなぁ？」
と思い、様子を見に行ったところ、なんと家の人が屋根から落
ちてきた雪に埋もれていました。すでに低体温症におちいって
いたそうです。気づかれなければ、亡くなっていたと思います。
顔が見えるおつきあいの大切さを、あらためて実感させられる
出来事でした。

１日前プロジェクト　―災害に備えて―１日前プロジェクト　―災害に備えて―

シリーズ
市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
⑯

１
１
９
番
通
報
や
消
防
署
の
業
務

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
消
防
庶
務
課

　
　
　
　
　
☎
７
８
２

－

０
８
６
０

「つっちー」
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１
月
の
読
書
の
つ
ど
い

●
日
時
　
１
月
17
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

●
テ
ー
マ
　「
冬
」

●
内
容
　
大
型
絵
ば
な
し
「
ふ
ぶ

き
」・
読
み
聞
か
せ
・
本
の
紹
介

●
出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

●
対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
他
　
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料

●
申
込
み
　
図
書
館
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
可
）

※
駐
車
場
の
混
雑
時
は
、市
役
所
本

庁
舎
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い

  

絵
本
の
へ
や

　
楽
し
い
絵
本
の
へ
や
に
、
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
？

●
期
日
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

●
対
象
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼
児

●
内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
読
み
聞

か
せ
他

  

11
月
の
読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　
春
日
み
ど
り
さ
ん
を
迎
え
て
、た

く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
集
ま
って
く
れ

ま
し
た
。今
回
は
、「
お
話
の
世
界
」

が
テ
ー
マ
で
す
。春
日
さ
ん
の
手
袋

人
形
や
お
話
か
ら
入
り
、光
か
が

や
く
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー「
花
の
ゆ

り
か
ご
」を
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。お
ば
あ
さ
ん
の
お
花
畑
に
集
ま

る
妖
精
た
ち
、メ
ル
ヘ
ン
な
光
の
世

界
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
学
生
は
そ
の
場
で

春
日
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
聞
き
、
幼
児
は
別
の
部
屋
で
大

型
紙
芝
居
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
た
っ
ぷ
り
お
話
を
楽
し
み
ま
し

た
。「
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
が
と

て
も
き
れ
い
だ
っ
た
」「
全
部
の

話
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
、
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

テ
ー
マ
展
示

　
１
月
の
図
書
館
の
テ
ー
マ
展
示

は
「
冬
を
楽
し
も
う
」
で
す
。
雪

や
冬
の
小
説
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
、
編
み
物
、
風
邪
予
防
、

あ
っ
た
か
い
料
理
の
本
な
ど
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
冬
な
ら
で
は
の

楽
し
み
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

  

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　
12
月
18
日（
木
）に
大
和
図
書
室

の
巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。こ
れ
は
、図
書
館
の
蔵
書
か
ら

２
０
０
冊
を
隔
月
で
入
れ
替
え
て

い
る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ

い
。次
回
塩
沢
図
書
室
は
１
月
15

日（
木
）に
入
れ
替
え
予
定
で
す
。

日
時
　
１
月
30
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
な
ど

対
象
　
０
〜
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

南魚沼市 月～金9:30～20:00（土日祝日は19:00まで）
休館（図書整理日）15日(木)

大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は
17:00まで）休館月（祝日の場合翌日）

塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日
は17:00まで）

年始休館（３か所）:1月1日（木・祝）～３日（土）
申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

１月の開館日時
図書館図書館み ん な の

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

ハ
ン
カ
チ
で
な
に
が

で
き
る
か
な
？

【
問
合
せ
】南
魚
沼
市
図
書
館

　
　
☎
７
７
３

－

６
６
７
７

ま な び の ひ ろ ば

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
い
冬
こ
そ
、
読
書
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま な び の ひ ろ ば

ディスポート南魚沼
年始休館：１月１日（木・
祝）～３日（土）
１月の休館：13日（火）・
19日（月）・26日（月）公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

参
加
料

無　料

200円

会員

一般

　ディスポート南魚沼の筋力アップマシンは、油圧抵抗式マシンを導入しています。どなたでも簡単に利用
できます。平成27年を迎え、気持ち新たに健康増進、体力アップに励みましょう！

＊＊＊ ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会 ＊＊＊

●日　時　１月11日（日）12：00～13：30
●定　員　６人（事前の申込みが必要）
●会　場　ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム
●対　象　中学生以上
●申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、水分補給用飲料を用意ください

　ディスポート南魚沼のプールは、一年を通して水温30度の温水プールです。25ｍプールでは、常時「あ
るく」「およぐ」「フリー」コースを設けています。目的に合わせて利用ください。
17ｍウォータースライダー付のちびっ子プールもあります。

＊＊＊ ディスポート南魚沼のプールを利用ください ＊＊＊

※受付は先着順で、各教室とも定員に達し次第締め切り
　申込み開始時間の30分前から予備受付を行い、申込み開始時刻に定員を超える場合は、申込み開始時刻に締め切り、その場で抽選。
　詳しい内容などは、各教室参加者募集要項をご覧ください。不明な点は、スポパラ事務局まで
　日程は都合で変更する場合あり
　保険料は、会員は年会費に、一般参加者は参加料に含まれます（参加教室時のみ有効）

火 13：00 1月20日

金 10：00 1月16日

火 19：00 1月20日

火 20：30 1月20日

１月６日（火）
9：00～

教室名 開催曜日・時間 教室初日 教室内容 受付開始

受 講 料　スポパラ会員 …今年度初めて受講する教室は、すべて無料。第1期か第２期に受講し、今回再受
　　　　　　　　　　　　 講する教室は2,050円
　　　　　一　　　　般 …各4,110円
教室回数　各教室とも全10回

＊＊＊　第３期　陸の教室参加者募集！　＊＊＊

軽快なリズムに乗って、楽しく身体を動か
そう！

楽しく、らくらくボディメイク。ボールを使っ
て、身体の歪みやバランスを整えよう！

本場アメリカ仕込みの軍隊式トレーニング
運動初心者もぜひどうぞ！

金昼

火夜

リズム体操
 対象  16歳以上

ボディメイキング
 対象  16歳以上

ワン’Ｓブートキャンプ
 対象  中学生以上
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１
月
の
読
書
の
つ
ど
い

●
日
時
　
１
月
17
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

●
テ
ー
マ
　「
冬
」

●
内
容
　
大
型
絵
ば
な
し
「
ふ
ぶ

き
」・
読
み
聞
か
せ
・
本
の
紹
介

●
出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

●
対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
他
　
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料

●
申
込
み
　
図
書
館
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
可
）

※
駐
車
場
の
混
雑
時
は
、市
役
所
本

庁
舎
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い

  

絵
本
の
へ
や

　
楽
し
い
絵
本
の
へ
や
に
、
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
？

●
期
日
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

●
対
象
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼
児

●
内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
読
み
聞

か
せ
他

  

11
月
の
読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　
春
日
み
ど
り
さ
ん
を
迎
え
て
、た

く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
集
ま
って
く
れ

ま
し
た
。今
回
は
、「
お
話
の
世
界
」

が
テ
ー
マ
で
す
。春
日
さ
ん
の
手
袋

人
形
や
お
話
か
ら
入
り
、光
か
が

や
く
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー「
花
の
ゆ

り
か
ご
」を
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。お
ば
あ
さ
ん
の
お
花
畑
に
集
ま

る
妖
精
た
ち
、メ
ル
ヘ
ン
な
光
の
世

界
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
学
生
は
そ
の
場
で

春
日
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
聞
き
、
幼
児
は
別
の
部
屋
で
大

型
紙
芝
居
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
た
っ
ぷ
り
お
話
を
楽
し
み
ま
し

た
。「
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
が
と

て
も
き
れ
い
だ
っ
た
」「
全
部
の

話
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
、
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

テ
ー
マ
展
示

　
１
月
の
図
書
館
の
テ
ー
マ
展
示

は
「
冬
を
楽
し
も
う
」
で
す
。
雪

や
冬
の
小
説
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
、
編
み
物
、
風
邪
予
防
、

あ
っ
た
か
い
料
理
の
本
な
ど
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
冬
な
ら
で
は
の

楽
し
み
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

  

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　
12
月
18
日（
木
）に
大
和
図
書
室

の
巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。こ
れ
は
、図
書
館
の
蔵
書
か
ら

２
０
０
冊
を
隔
月
で
入
れ
替
え
て

い
る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ

い
。次
回
塩
沢
図
書
室
は
１
月
15

日（
木
）に
入
れ
替
え
予
定
で
す
。

日
時
　
１
月
30
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
な
ど

対
象
　
０
〜
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

南魚沼市 月～金9:30～20:00（土日祝日は19:00まで）
休館（図書整理日）15日(木)

大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は
17:00まで）休館月（祝日の場合翌日）

塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日
は17:00まで）

年始休館（３か所）:1月1日（木・祝）～３日（土）
申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

１月の開館日時
図書館図書館み ん な の

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

ハ
ン
カ
チ
で
な
に
が

で
き
る
か
な
？

【
問
合
せ
】南
魚
沼
市
図
書
館

　
　
☎
７
７
３

－

６
６
７
７

ま な び の ひ ろ ば

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
い
冬
こ
そ
、
読
書
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま な び の ひ ろ ば

ディスポート南魚沼
年始休館：１月１日（木・
祝）～３日（土）
１月の休館：13日（火）・
19日（月）・26日（月）公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

参
加
料

無　料

200円

会員

一般

　ディスポート南魚沼の筋力アップマシンは、油圧抵抗式マシンを導入しています。どなたでも簡単に利用
できます。平成27年を迎え、気持ち新たに健康増進、体力アップに励みましょう！

＊＊＊ ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会 ＊＊＊

●日　時　１月11日（日）12：00～13：30
●定　員　６人（事前の申込みが必要）
●会　場　ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム
●対　象　中学生以上
●申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、水分補給用飲料を用意ください

　ディスポート南魚沼のプールは、一年を通して水温30度の温水プールです。25ｍプールでは、常時「あ
るく」「およぐ」「フリー」コースを設けています。目的に合わせて利用ください。
17ｍウォータースライダー付のちびっ子プールもあります。

＊＊＊ ディスポート南魚沼のプールを利用ください ＊＊＊

※受付は先着順で、各教室とも定員に達し次第締め切り
　申込み開始時間の30分前から予備受付を行い、申込み開始時刻に定員を超える場合は、申込み開始時刻に締め切り、その場で抽選。
　詳しい内容などは、各教室参加者募集要項をご覧ください。不明な点は、スポパラ事務局まで
　日程は都合で変更する場合あり
　保険料は、会員は年会費に、一般参加者は参加料に含まれます（参加教室時のみ有効）

火 13：00 1月20日

金 10：00 1月16日

火 19：00 1月20日

火 20：30 1月20日

１月６日（火）
9：00～

教室名 開催曜日・時間 教室初日 教室内容 受付開始

受 講 料　スポパラ会員 …今年度初めて受講する教室は、すべて無料。第1期か第２期に受講し、今回再受
　　　　　　　　　　　　 講する教室は2,050円
　　　　　一　　　　般 …各4,110円
教室回数　各教室とも全10回

＊＊＊　第３期　陸の教室参加者募集！　＊＊＊

軽快なリズムに乗って、楽しく身体を動か
そう！

楽しく、らくらくボディメイク。ボールを使っ
て、身体の歪みやバランスを整えよう！

本場アメリカ仕込みの軍隊式トレーニング
運動初心者もぜひどうぞ！

金昼

火夜

リズム体操
 対象  16歳以上

ボディメイキング
 対象  16歳以上

ワン’Ｓブートキャンプ
 対象  中学生以上

市報 みなみ魚沼　平成27年１月１日発行13



　　　　◆～彫る 摺る 画く～　「棟方志功の世界」
　板と向き合い板の声を聞き制作した「板画」や、肉
筆による鮮やかな色彩で思うまま筆をふるった「倭画」
の他に、棟方志功の書も展示しています。
　　　　■期　間　3月1日（日）まで
◆「革新の美　近現代洋画展」
　展示作品の多くは、花と女性を描いた作品です。多
彩な作家の描く美しい花や、華麗な少女・魅惑的な女
性など、洋画の魅力に触れてみませんか？
 展示作家  梅原龍三郎・中川一政・東郷青児・
 　　　　  大沢昌助・絹谷幸二　ほか
◆「色が魅せる　―　飯島一次・橋本三郎・
　　　　　　　 　 小野州一・桑原正昭　版画展」
　華やかな色彩で海外の風景や人々を描いた作家
にスポットをあて展示しています。作品が放つ色の魅
力を、ぜひご覧ください。

12月の休館：25日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内の小中学生は無料）
FAXTEL

■期　間　３月22日（日）まで

第３期 「棟方志功＋加山又造・斎藤三郎の描く
女性美と日本人画家の描く海外風景」

770-1173〔JR六日町駅１階〕 TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

企画展 『Winter Again』

TEL FAX775-3646 775-3650

年始休館：１月１日（木・祝）～３日（土）
１月の休館：毎週水曜日

【１月の「市民無料の日」は、８日（木）、18日（日）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　３月９日（月）まで
　富岡が長年にわたり描い
た『白の世界シリーズ』から、
38点を「Ｗｉｎｔｅｒ Ａｇａｉｎ」と
題して展示しています。
　未踏の自然界、上空から
見下ろした大地など、日本
各地を取材し、独特の技法
で描き続けた冬景色を、ぜ
ひご覧ください。

￥一般500円／小中高250円

TEL FAX783-4500 783-3388
http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkanURL

今泉記念館・アートステーション演劇セミナー参加者募集
常設展

企画展

780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下（無料）

TEL FAX URL

「雪・最上川　Ａ」

六十賀大刷物（部分）

ま な び の ひ ろ ば

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

　若狭勝也さんを講師に迎え「市民会館演劇セミナー 
～楽しい教室～」を開催します。経験者はもちろん、演
劇に興味のある人など、未経験者も大歓迎。「演じる」
ことの楽しさを味わいましょう！
■日　時　２月７日（土） 13：00～17：00
　　　　　２月８日（日） 10：00～16：00
■会　場　市民会館　多目的ホール
■講　師　若狭 勝也（俳優）

■対　象　16歳以上
　　　　　※演劇経験は問いません
■定　員　30人
■参加費　無料
■申込み　申込書を記入

し、市民会館
に提出

■締切り　１月20日（火）

若狭勝也さんプロフィール
大阪市出身。文学座付属
演劇研究所を卒業し、劇
団「KAKUTA」に入団・
所属、以後全作品に出演
中。テレビ・映画などでも活躍しています。

南魚沼市民会館
年始休館：１月１日（木・祝）～４日（日）

１月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

受付8：30～17：15
トミオカホワイト美術館

開館10：00～17：00（入館終了16：30）

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

池田記念美術館
年始休館：１月１日（木・祝）～８日（木）
１月の休館：毎週水曜日、29日（木）

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
１月は毎日開館します

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

ま な び の ひ ろ ば

◇ 牧之作 六十賀大刷物 ◇

やまと が

か

「魚沼ベストショット展 PartⅣ」
■期　間　１月9日（金）～27日（火）
　魚沼に魅せられた写真家による自慢のベストショット
で、魚沼の魅力を市内外にアピールする展覧会です。
25人の写真家による素晴らしい「写真力」を堪能くだ
さい。
※1月24日（土）は、12：00に閉館します
◇出展者による作品解説会◇
■日　時　１月10日（土） 15：00～16：30
◇初心者向け写真教室◇
■日　時　１月18日（日） 13：30～15：30
※参加費無料・デジタルカメラを持参。事前申込み
が必要

　昨年好評だった「雪見市」がリニューアルし、池田
記念美術館で開催されます。手作り品や食品販売、ワ
ークショップなど、子どもから大人まで楽しめます。
■日　時　１月11日（日）・12日（月・祝）
　　　　　9：00～17：00

「雪見展」～真冬のクラフトマーケット～

年始休館：１月１日（木・祝）～10日（土）
１月の休館：毎週火曜日

１月は毎日開館します

　文政12年1月に、
牧之は60歳を記念
して大刷物を作成
しています。前年か
ら交友者に書画を
頼み、集めたものを
まとめて刷物を作
成し、親族や知人
に配ったようです。
　交友者には、谷
文晁や十返舎一九といった有名な文人たちもいまし
た。現在、その大刷物を記念館で展示しています。
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よ
り
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行
火（
あ
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か
）

　『
行
火
』は
小
型
の
暖
房
器
具

で
、名
前
の「
行
」が
示
す
よ
う
に
簡

単
に
持
ち
運
び
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　現
代
の
行
火
と
い
え
ば
、豆
炭
や

電
気
を
熱
源
に
し
た
も
の
で
、今
の

生
活
で
も
な
じ
み
深
い
も
の
で
す
。

豆
炭
や
電
気
を
使
っ
た
行
火
が
登
場

す
る
以
前
は
、こ
こ
に
紹
介
す
る
よ

う
な
行
火
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　行
火
は
、粘
土
の
焼
き
物
や
木
で

作
ら
れ
た
外
枠
と
中
に
入
れ
る
火

鉢
と
い
う
構
造
で
、炭
を
熱
源
に
使

用
し
ま
す
。堅
炭
を
お
こ
し
て
火
鉢

に
入
れ
、外
枠
を
温
め
ま
す
。そ
の

外
枠
に
触
れ
る
こ
と
で
暖
を
と
り
ま

す
。外
枠
の
上
に
布
団
や
綿
入
れ
を

掛
け
、膝
を
入
れ
る
こ
と
で
体
を
温

め
た
り
し
ま
し
た
。ま
た
、行
火
を

櫓
の
な
か
に
入
れ
、布
団
を
か
け
れ

ば
櫓
炬
燵
と
な
り
ま
す
。

　炬
燵
に
使
う
こ
と
か
ら「
あ
ん

か
」を「
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つ
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呼
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だ
り
、江

戸
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下
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辻（
十
字
路
）を
警
備
し

た
辻
番
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で
好
ん
で
使
わ
れ
た
こ
と

か
ら「
つ
じ
ば
ん
」と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　「
大
正
以
前
は
、木
製
の
つ
じ
ば
ん

を
使
っ
て
い
た
。戦
前
ご
ろ
ま
で
使
っ

て
い
た
。主
に
老
人
用
の
暖
房
器
具

だ
っ
た
」と
調
査
時
の
話
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
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が
木
製
の
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②
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③
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　　　　◆～彫る 摺る 画く～　「棟方志功の世界」
　板と向き合い板の声を聞き制作した「板画」や、肉
筆による鮮やかな色彩で思うまま筆をふるった「倭画」
の他に、棟方志功の書も展示しています。
　　　　■期　間　3月1日（日）まで
◆「革新の美　近現代洋画展」
　展示作品の多くは、花と女性を描いた作品です。多
彩な作家の描く美しい花や、華麗な少女・魅惑的な女
性など、洋画の魅力に触れてみませんか？
 展示作家  梅原龍三郎・中川一政・東郷青児・
 　　　　  大沢昌助・絹谷幸二　ほか
◆「色が魅せる　―　飯島一次・橋本三郎・
　　　　　　　 　 小野州一・桑原正昭　版画展」
　華やかな色彩で海外の風景や人々を描いた作家
にスポットをあて展示しています。作品が放つ色の魅
力を、ぜひご覧ください。

12月の休館：25日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内の小中学生は無料）
FAXTEL

■期　間　３月22日（日）まで

第３期 「棟方志功＋加山又造・斎藤三郎の描く
女性美と日本人画家の描く海外風景」

770-1173〔JR六日町駅１階〕 TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

企画展 『Winter Again』

TEL FAX775-3646 775-3650

年始休館：１月１日（木・祝）～３日（土）
１月の休館：毎週水曜日

【１月の「市民無料の日」は、８日（木）、18日（日）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　３月９日（月）まで
　富岡が長年にわたり描い
た『白の世界シリーズ』から、
38点を「Ｗｉｎｔｅｒ Ａｇａｉｎ」と
題して展示しています。
　未踏の自然界、上空から
見下ろした大地など、日本
各地を取材し、独特の技法
で描き続けた冬景色を、ぜ
ひご覧ください。

￥一般500円／小中高250円

TEL FAX783-4500 783-3388
http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkanURL

今泉記念館・アートステーション演劇セミナー参加者募集
常設展

企画展

780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下（無料）

TEL FAX URL

「雪・最上川　Ａ」

六十賀大刷物（部分）

ま な び の ひ ろ ば

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

　若狭勝也さんを講師に迎え「市民会館演劇セミナー 
～楽しい教室～」を開催します。経験者はもちろん、演
劇に興味のある人など、未経験者も大歓迎。「演じる」
ことの楽しさを味わいましょう！
■日　時　２月７日（土） 13：00～17：00
　　　　　２月８日（日） 10：00～16：00
■会　場　市民会館　多目的ホール
■講　師　若狭 勝也（俳優）

■対　象　16歳以上
　　　　　※演劇経験は問いません
■定　員　30人
■参加費　無料
■申込み　申込書を記入

し、市民会館
に提出

■締切り　１月20日（火）

若狭勝也さんプロフィール
大阪市出身。文学座付属
演劇研究所を卒業し、劇
団「KAKUTA」に入団・
所属、以後全作品に出演
中。テレビ・映画などでも活躍しています。

南魚沼市民会館
年始休館：１月１日（木・祝）～４日（日）

１月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

受付8：30～17：15
トミオカホワイト美術館

開館10：00～17：00（入館終了16：30）

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

池田記念美術館
年始休館：１月１日（木・祝）～８日（木）
１月の休館：毎週水曜日、29日（木）

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
１月は毎日開館します

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

ま な び の ひ ろ ば

◇ 牧之作 六十賀大刷物 ◇

やまと が

か

「魚沼ベストショット展 PartⅣ」
■期　間　１月9日（金）～27日（火）
　魚沼に魅せられた写真家による自慢のベストショット
で、魚沼の魅力を市内外にアピールする展覧会です。
25人の写真家による素晴らしい「写真力」を堪能くだ
さい。
※1月24日（土）は、12：00に閉館します
◇出展者による作品解説会◇
■日　時　１月10日（土） 15：00～16：30
◇初心者向け写真教室◇
■日　時　１月18日（日） 13：30～15：30
※参加費無料・デジタルカメラを持参。事前申込み
が必要

　昨年好評だった「雪見市」がリニューアルし、池田
記念美術館で開催されます。手作り品や食品販売、ワ
ークショップなど、子どもから大人まで楽しめます。
■日　時　１月11日（日）・12日（月・祝）
　　　　　9：00～17：00

「雪見展」～真冬のクラフトマーケット～

年始休館：１月１日（木・祝）～10日（土）
１月の休館：毎週火曜日

１月は毎日開館します

　文政12年1月に、
牧之は60歳を記念
して大刷物を作成
しています。前年か
ら交友者に書画を
頼み、集めたものを
まとめて刷物を作
成し、親族や知人
に配ったようです。
　交友者には、谷
文晁や十返舎一九といった有名な文人たちもいまし
た。現在、その大刷物を記念館で展示しています。
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　　「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
12
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

●
放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、
１
月
12

日
（
月
・
祝
）
か
ら
放
送
予
定
）

寺
口
友
彦
、
佐
藤
　
剛

樋
口
和
人
、
岡
村
雅
夫

笛
木
　
晶
、
中
沢
一
博

林
　
茂
男
、
牧
野
　
晶

田
村
眞
一
、
黒
滝
松
男

勝
又
貞
夫
、
清
塚
武
敏

桑
原
圭
美
、
永
井
拓
三

中
沢
俊
一
、
若
井
達
男

塩
谷
寿
雄
、
塩
川
裕
紀

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時
　
１
月
22
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
　

１
階
相
談
室

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

　
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！

気
楽
に
参
加
し
て
み
て
ね
。
初
め

て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子

を
連
れ
た
人
、
み
ん
な
大
歓
迎
！

第
２
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時
　
１
月
15
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

会
場
　
市
民
会
館

　
ホ
ワ
イ
エ
（
ロ
ビ
ー
）

内
容
　「
思
いっ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

パ
ー
ト
１
」
寒
さ
に
負
け
ず
、

元
気
に
体
を
う
ご
か
そ
う
！

※
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す

対
象
　
０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓

迎
！
）

料
金
　
無
料
（
保
険
料
１
人
10
円

負
担
）

申
込
み
　
不
要
。
直
接
会
場
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！

　
就
学
や
就
労
に
と
ま
ど
う
若
者

を
家
族
と
し
て
ど
う
理
解
し
、
ど

う
支
援
し
た
ら
よ
い
か
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
参
加
者
同
士
が
語
り
合
っ
た

り
、
相
談
員
が
講
演
会
や
研
修
会

な
ど
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
20
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
申
込
み
不
要

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

２
階
小
会
議
室

※
若
者
担
当
相
談
員
が
参
加
し
、

み
な
さ
ん
が
気
楽
に
語
り
合
え

る
よ
う
に
進
め
ま
す
。集
い
後
、

個
別
相
談
に
も
応
じ
ま
す

　
南
魚
沼
市
消
防
団
の
出
初
式
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
演
習
サ
イ

レ
ン
の
吹
鳴
と
点
鐘
を
行
い
ま

す
。（
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う

に
注
意
く
だ
さ
い
）

日
時
　
１
月
18
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜

　（
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
・
点
鐘
：
正
午
）

会
場
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
冬
の
車
の
運
転
に
は
、
た
く
さ

ん
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

積
も
っ
た
雪
を
除
去
し
ま
し
ょ
う

　
積
も
っ
た
雪
を
落
と
さ
ず
に
走

っ
て
い
る
車
を
見
か
け
ま
す
。
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
雪
が
落
ち
、
視

界
を
妨
げ
、
大
変
危
険
で
す
。

車
間
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
積
雪
路
面
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
、

車
が
停
止
す
る
ま
で
に
は
、道
路

乾
燥
時
の
３
倍
以
上
の
距
離
が
必

要
で
す
。追
突
防
止
の
た
め
、十
分

な
車
間
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
、「
急
発
進
・
急
加
速
」

「
急
ハ
ン
ド
ル
」「
急
ブ
レ
ー
キ
」

な
ど
の
動
作
を
避
け
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

掲 示 板 市などからのお知らせ ●

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

〜
12
月
定
例
会【一般
質
問
】〜

【
問
合
せ
】

議
会
事
務
局

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

掲
示
板

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族
の
集
い

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

南
魚
沼
市
消
防
団 

出
初
式
を
開
催

【
問
合
せ
】

消
防
本
部
消
防
団
係

☎
７
８
２

－

０
８
６
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

積
雪
時
の
交
通
事
故
防
止

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

け ん こ う ひ ろ ば

若
者
に
人
気
の
田
舎
料
理

　
昨
年
12
月
５
日
に
、「
和
食
」
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

訪
日
外
国
人
旅
行
に
追
い
風
が
吹
い
て

き
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
市
観
光
協
会
で
は
、「
石
打

せ
っ
つ
い
も
ん
づ
く
り
の
会
（
民
宿
一

世
の
人
で
組
織
）」
の
力
を
借
り
て
、

８
年
前
か
ら
冬
期
間
の
週
末
、
ス
キ
ー

場
で
冬
季
行
事
や
地
元
の
ご
ち
そ
う
を

振
る
舞
う
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
を
続

け
て
い
ま
す
。
ご
ち
そ
う
は
、
ぬ
か
釡

炊
き
お
に
ぎ
り
や
、
つ
き
た
て
の
あ
ん

こ
餅
・
き
な
こ
餅
、漬
物
、け
ん
ち
ん
汁
、

田
舎
煮
物
な
ど
で
す
。
食
材
は
、
ス
タ

ッ
フ
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
地
場
産
野

菜
な
ど
が
中
心
で
す
。始
め
た
当
初
は
、

「
今
の
若
い
人
は
、
和
食
な
ど
食
べ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
心
配
し
ま
し

た
が
、
用
意
し
た
２
０
０
食
〜
３
０
０

食
は
、
１
時
間
足
ら
ず
で
毎
回
完
売
し

ま
し
た
。「
田
舎
料
理
を
食
べ
た
く
て
、

ス
キ
ー
に
来
ま
し
た
」
と
い
う
若
者
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
伝
統
あ
る
食
材
文
化
を
通
し
、
南
魚

沼
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、「
ま
た

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
に
来
た
い
な
」

と
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
南
魚
沼
市

を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
の
カ
ギ
は
「
食
」

　
南
魚
沼
市
観
光
協
会
は
、
道
の
駅
の

指
定
管
理
を
通
し
て
、
農
産
物
の
直
売

所
や
雪
国
食
文
化
研
究
所
と
も
深
い
関

わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
観

光
振
興
の
カ
ギ
は
「
食
」
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
ス
キ
ー
な
ど
の
観
光
を
目

的
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
を
は
じ
め
、

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
体
験
教
育

旅
行
で
訪
れ
る
す
べ
て
の
人
に
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
た
農
産

物
か
ら
生
ま
れ
る
「
食
」
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
力
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

食
育
の
風
　〜
冬
〜

南
魚
沼
市
観
光
協
会
の
活
動

【
問
合
せ
】

　
保
健
課（
食
育
推
進
会
議
事
務
局
）

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

1月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日
午前 午後

高橋（聡）
廣田 高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

福本

寺田

福本

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

寺田

寺田

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

休診

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
福本

高橋（聡）

風間

高橋（聡）

高橋（聡）
髙橋（正）高橋（聡）

高橋（聡）

薄田

堀内

福本

福本

休診

休診

休診

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～

受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

休診

休診

休診

休診

3日

10日

17日

24日

31日

2日

9日

16日

23日

30日

1日

8日

15日

22日

29日

7日

14日

21日

28日

6日

13日

20日

27日

5日

12日

19日

26日

4日

11日

18日

25日

休　診
（成人の日）

年末年始休診 年末年始休診 年末年始休診

注
救急当番

17日（土）の午後は救急当番日です
受付　11：30～16：00
診療　13：00～

注
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　　「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
12
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

●
放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、
１
月
12

日
（
月
・
祝
）
か
ら
放
送
予
定
）

寺
口
友
彦
、
佐
藤
　
剛

樋
口
和
人
、
岡
村
雅
夫

笛
木
　
晶
、
中
沢
一
博

林
　
茂
男
、
牧
野
　
晶

田
村
眞
一
、
黒
滝
松
男

勝
又
貞
夫
、
清
塚
武
敏

桑
原
圭
美
、
永
井
拓
三

中
沢
俊
一
、
若
井
達
男

塩
谷
寿
雄
、
塩
川
裕
紀

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時
　
１
月
22
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
　

１
階
相
談
室

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

　
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！

気
楽
に
参
加
し
て
み
て
ね
。
初
め

て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子

を
連
れ
た
人
、
み
ん
な
大
歓
迎
！

第
２
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時
　
１
月
15
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

会
場
　
市
民
会
館

　
ホ
ワ
イ
エ
（
ロ
ビ
ー
）

内
容
　「
思
いっ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

パ
ー
ト
１
」
寒
さ
に
負
け
ず
、

元
気
に
体
を
う
ご
か
そ
う
！

※
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す

対
象
　
０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓

迎
！
）

料
金
　
無
料
（
保
険
料
１
人
10
円

負
担
）

申
込
み
　
不
要
。
直
接
会
場
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！

　
就
学
や
就
労
に
と
ま
ど
う
若
者

を
家
族
と
し
て
ど
う
理
解
し
、
ど

う
支
援
し
た
ら
よ
い
か
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
参
加
者
同
士
が
語
り
合
っ
た

り
、
相
談
員
が
講
演
会
や
研
修
会

な
ど
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
20
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
申
込
み
不
要

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

２
階
小
会
議
室

※
若
者
担
当
相
談
員
が
参
加
し
、

み
な
さ
ん
が
気
楽
に
語
り
合
え

る
よ
う
に
進
め
ま
す
。集
い
後
、

個
別
相
談
に
も
応
じ
ま
す

　
南
魚
沼
市
消
防
団
の
出
初
式
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
演
習
サ
イ

レ
ン
の
吹
鳴
と
点
鐘
を
行
い
ま

す
。（
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う

に
注
意
く
だ
さ
い
）

日
時
　
１
月
18
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜

　（
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
・
点
鐘
：
正
午
）

会
場
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
冬
の
車
の
運
転
に
は
、
た
く
さ

ん
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

積
も
っ
た
雪
を
除
去
し
ま
し
ょ
う

　
積
も
っ
た
雪
を
落
と
さ
ず
に
走

っ
て
い
る
車
を
見
か
け
ま
す
。
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
雪
が
落
ち
、
視

界
を
妨
げ
、
大
変
危
険
で
す
。

車
間
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
積
雪
路
面
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
、

車
が
停
止
す
る
ま
で
に
は
、道
路

乾
燥
時
の
３
倍
以
上
の
距
離
が
必

要
で
す
。追
突
防
止
の
た
め
、十
分

な
車
間
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
、「
急
発
進
・
急
加
速
」

「
急
ハ
ン
ド
ル
」「
急
ブ
レ
ー
キ
」

な
ど
の
動
作
を
避
け
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

掲 示 板 市などからのお知らせ ●

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

〜
12
月
定
例
会【一般
質
問
】〜

【
問
合
せ
】

議
会
事
務
局

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

掲
示
板

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族
の
集
い

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

南
魚
沼
市
消
防
団 

出
初
式
を
開
催

【
問
合
せ
】

消
防
本
部
消
防
団
係

☎
７
８
２

－

０
８
６
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

積
雪
時
の
交
通
事
故
防
止

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

け ん こ う ひ ろ ば

若
者
に
人
気
の
田
舎
料
理

　
昨
年
12
月
５
日
に
、「
和
食
」
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

訪
日
外
国
人
旅
行
に
追
い
風
が
吹
い
て

き
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
市
観
光
協
会
で
は
、「
石
打

せ
っ
つ
い
も
ん
づ
く
り
の
会
（
民
宿
一

世
の
人
で
組
織
）」
の
力
を
借
り
て
、

８
年
前
か
ら
冬
期
間
の
週
末
、
ス
キ
ー

場
で
冬
季
行
事
や
地
元
の
ご
ち
そ
う
を

振
る
舞
う
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
を
続

け
て
い
ま
す
。
ご
ち
そ
う
は
、
ぬ
か
釡

炊
き
お
に
ぎ
り
や
、
つ
き
た
て
の
あ
ん

こ
餅
・
き
な
こ
餅
、漬
物
、け
ん
ち
ん
汁
、

田
舎
煮
物
な
ど
で
す
。
食
材
は
、
ス
タ

ッ
フ
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
地
場
産
野

菜
な
ど
が
中
心
で
す
。始
め
た
当
初
は
、

「
今
の
若
い
人
は
、
和
食
な
ど
食
べ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
心
配
し
ま
し

た
が
、
用
意
し
た
２
０
０
食
〜
３
０
０

食
は
、
１
時
間
足
ら
ず
で
毎
回
完
売
し

ま
し
た
。「
田
舎
料
理
を
食
べ
た
く
て
、

ス
キ
ー
に
来
ま
し
た
」
と
い
う
若
者
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
伝
統
あ
る
食
材
文
化
を
通
し
、
南
魚

沼
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、「
ま
た

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
に
来
た
い
な
」

と
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
南
魚
沼
市

を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
の
カ
ギ
は
「
食
」

　
南
魚
沼
市
観
光
協
会
は
、
道
の
駅
の

指
定
管
理
を
通
し
て
、
農
産
物
の
直
売

所
や
雪
国
食
文
化
研
究
所
と
も
深
い
関

わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
観

光
振
興
の
カ
ギ
は
「
食
」
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
ス
キ
ー
な
ど
の
観
光
を
目

的
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
を
は
じ
め
、

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
体
験
教
育

旅
行
で
訪
れ
る
す
べ
て
の
人
に
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
た
農
産

物
か
ら
生
ま
れ
る
「
食
」
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
力
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

食
育
の
風
　〜
冬
〜

南
魚
沼
市
観
光
協
会
の
活
動

【
問
合
せ
】

　
保
健
課（
食
育
推
進
会
議
事
務
局
）

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

1月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日
午前 午後

高橋（聡）
廣田 高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

福本

寺田

福本

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

寺田

寺田

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

休診

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
福本

高橋（聡）

風間

高橋（聡）

高橋（聡）
髙橋（正）高橋（聡）

高橋（聡）

薄田

堀内

福本

福本

休診

休診

休診

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～

受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

休診

休診

休診

休診

3日

10日

17日

24日

31日

2日

9日

16日

23日

30日

1日

8日

15日

22日

29日

7日

14日

21日

28日

6日

13日

20日

27日

5日

12日

19日

26日

4日

11日

18日

25日

休　診
（成人の日）

年末年始休診 年末年始休診 年末年始休診

注
救急当番

17日（土）の午後は救急当番日です
受付　11：30～16：00
診療　13：00～

注
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昭
和
33
年
の
第
１
回
大
会
か
ら

数
え
、
今
年
で
56
回
目
と
な
る
伝

統
あ
る
ス
キ
ー
大
会
で
す
。
親
子

や
女
性
の
参
加
も
大
歓
迎
！

期
日
　
２
月
15
日
（
日
）

会
場
　
シ
ャ
ト
ー
塩
沢
ス
キ
ー
場

種
目
　
大
回
転
競
技
（
２
本
の
合

計
タ
イ
ム
）

組
別
　

 

男
子
の
部  

小
学
４
年
生
以
下
組
、

　
小
学
５
・
６
年
生
組
、
青
少
年

組
（
中
学
生
以
上
〜
30
歳
未

満
）、
成
年
Ａ
組
（
30
歳
〜
45

歳
未
満
）、
成
年
Ｂ
組
（
45
歳

以
上
）

　
看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
健
師
・

助
産
師
の
資
格
を
持
ち
、
結
婚
や

出
産
な
ど
で
仕
事
か
ら
長
い
間
離

れ
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
講
習

会
で
す
。

期
間
　
２
月
16
日
（
月
）
〜
20
日

（
金
）、
全
５
日
間

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
会
場
　
立
川
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
会
館
〔
長
岡
市
神
田
町
〕

料
金
　
３
，
０
０
０
円

※
保
育
所
利
用
料
１
日
１
，
０
０

０
円（
昼
食
代
込
、３
歳
ま
で
）

内
容
　
１
・
２
日
目
：
基
礎
コ
ー

ス
（
講
義
と
演
習
）、
３
〜
５

日
目
：
実
践
コ
ー
ス
（
実
習
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
）

申
込
み
　
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
２
月
６
日
（
金
）

申
込
時
必
要
事
項
　
氏
名
、年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
免
許
取
得

年
月
日
、
保
育
所
利
用
の
有
無

と
年
齢
・
人
数

　
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
と
顕
微
授
精
）
と
人
工
授

精
の
治
療
を
受
け
た
人
を
対
象

に
、
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
報
５
月
１
号
24
頁

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
意

・
平
成
25
年
度
ま
で
に
助
成
開
始

の
人
と
、
平
成
26
・
27
年
度
に

助
成
開
始
し
た
人
で
は
、
申
請

回
数
や
１
回
の
助
成
限
度
額
が

違
い
ま
す
。

・
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
年
齢
制

限
（
妻
の
年
齢
43
歳
未
満
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

※
用
紙
は
、
本
庁
舎
保
健
課
・

子
育
て
支
援
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
）

　
新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

商
工
業
者
な
ど
を
対
象
に
、弁
護
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
１
月
８
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

（
１
件
30
分
程
度
）

申
込
み
　
相
談
は
予
約
制
で
、
電

話
で
の
事
前
申
込
み
が
必
要

会
場
　
六
日
町
商
工
会

　
大
和
・
六
日
町
・
塩
沢
商
工
会

で
は
、
１
月
か
ら
３
月
の
毎
週
月

曜
日
に
、
創
業
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
創
業
を
考
え
て
い
る
人
は
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
各
商
工
会

「
新
春
初
稽
古
」
参
加
者
募
集

　
新
春
の
初
稽
古
を
行
い
ま
す
。

寒
さ
に
負
け
ず
、
心
身
と
も
に
鍛

え
ま
し
ょ
う
。
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
１
月
11
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

会
場
　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

２
階
ア
リ
ー
ナ

「
冬
期
合
同
稽
古
見
学
会
」
開
催

　
六
日
町
剣
友
会
、
五
十
沢
剣
道

ク
ラ
ブ
、
五
日
町
剣
友
会
、
大
和

童
剣
士
会
で
は
、
冬
期
間
に
合
同

稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
に

興
味
の
あ
る
人
、
子
ど
も
に
習
わ

せ
た
い
人
な
ど
、
見
学
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。
入
会
希
望
者
も
大
歓

迎
で
す
。

期
間
　
１
月
14
日
〜
３
月
28
日
の

水
曜
日
と
土
曜
日
（
午
後
７
時

〜
９
時
）

会
場
　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

２
階
ア
リ
ー
ナ

　「
若
い
頃
は
、
ス
キ
ー
を
し
た

け
ど
」「
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
」

「
初
心
者
だ
け
ど
？
」
と
い
う
人

に
朗
報
！
五
日
町
ス
キ
ー
場
ス
キ

ー
ス
ク
ー
ル
の
協
力
で
、
ス
キ
ー

教
室
を
開
校
し
ま
す
。

　
気
分
転
換
や
自
身
の
健
康
の
た

め
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

期
日
　
１
月
16
日
・
23
日
・
30
日
、

２
月
６
日
・
13
日
・
20
日
（
毎

週
金
曜
日
）

※
都
合
の
よ
い
日
の
み
の
参
加
可
。

積
雪
状
況
で
期
間
変
更
の
場
合

あ
り

時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
受
付
：
午
後
６
時
30
分
〜
）

受
付
場
所
　
五
日
町
ス
キ
ー
場

第
１
ハ
ウ
ス
内

定
員
　
１
回
30
人
程
度

参
加
費
　
１
回
１
，８
０
０
円（
講

習
費
・
リ
フ
ト
代
含
む
）

※
１
回
ご
と
に
精
算

参
加
資
格
　
お
お
む
ね
40
歳
以
上

で
、
興
味
の
あ
る
人

※
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
の
講
習
で

す
（
別
途
料
金
で
レ
ン
タ
ル
可

能
）

　
プ
ロ
仕
様
の
材
料
を
使
っ
て
、

プ
ロ
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
を

学
び
ま
す
。
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
は
一
味
違
う
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で

気
持
ち
を
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

初
心
者
、
男
性
も
大
歓
迎
！

日
時
　
１
月
29
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜

会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階
調
理

室
内
容
　
シ
ョ
コ
ラ
ク
ラ
ン
チ
と
シ

ョ
コ
ラ
シ
ョ
ー
（
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
）

定
員
　
16
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

申
込
み
　
１
月
６
日
（
火
）
〜

21
日
（
水
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

対
象
　
16
〜
40
歳（
高
校
生
不
可
）

費
用
　
１
，
５
０
０
円
（
材
料
費

込
み
）

講
師
　
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
シ
ュ
ク
レ

　
佐
藤
浩
一
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

台
ふ
き
ん
、
三
角
巾
な
ど

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
目
前
！
非
日
常

的
な
ア
ー
ト
空
間
で
、
ワ
イ
ン
と

食
事
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
お
楽
み

く
だ
さ
い
。
特
別
開
館
の
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
必
見
！

日
時
　
２
月
７
日
（
土
）

午
後
５
時
〜
８
時
45
分

（
集
合
・
受
付
：
午
後
４
時
45
分
）

会
場
　
キ
ナ
ー
レ
２
階

越
後
し
な
の
が
わ
バ
ル

対
象
　
25
〜
39
歳
の
独
身
男
女

費
用
　
男
性
４
，
０
０
０
円

女
性
３
，
０
０
０
円

定
員
　
男
女
各
12
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結

果
は
後
日
郵
送

締
切
り
　
１
月
15
日
（
木
）

 

女
子
の
部  

小
学
４
年
生
以
下
組
、

小
学
５
・
６
年
生
組
、
中
学
生

以
上
組
（
一
般
含
む
）

コ
ー
ス
　
が
き
山
ゲ
レ
ン
デ
コ
ー

ス
（
全
長
５
４
０
ｍ
、
標
高
差

１
０
４
ｍ
）

参
加
費
　
小
・
中
学
生
１
，
０
０

０
円
、
高
校
生
以
上
２
，
０
０

０
円

表
彰
　
各
組
６
位
ま
で
賞
状
・
賞

品
（
３
位
ま
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
授

与
、
そ
の
他
賞
品
多
数
あ
り
）

締
切
り
　
１
月
16
日
（
金
）

申
込
み
　
社
会
教
育
課
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係
、大
和
・
塩
沢
公
民
館

　
新
潟
県
で
は
、
子
ど
も
が
急
な

病
気
（
発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
）

に
な
っ
た
と
き
の
夜
間
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と

き
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
日
　
毎
日

時
間
　
午
後
７
時
〜
11
時

相
談
電
話
番
号

☎
０
２
５

－

２
８
８

－

２
５
２
５

（
＃
８
０
０
０
で
も
可
）

掲 示 板 市などからのお知らせ ●

商
工
業
者
な
ど
を
対
象
に

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

六
日
町
商
工
会

☎
７
７
２

－

２
５
９
０

第
56
回
レ
ル
ヒ
カ
ッ
プ・長
岡
将
軍
杯
争

奪
大
回
転
競
技
大
会
出
場
者
募
集
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

社
会
教
育
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

県
立
塩
沢
商
工
高
等
学
校
で

土
木
建
設
系
の
科
目
を
学
べ
ま
す

【
問
合
せ
】

県
立
塩
沢
商
工
高
等
学
校

☎
７
８
２

－

１
１
１
１

南
魚
沼
市
剣
道
連
盟

冬
季
行
事

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
市
剣
道
連
盟
事
務
局（
大
津
）

☎
７
７
６

－

３
７
５
８

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア 

ナ
イ
タ
ー

ス
キ
ー
教
室  

今
年
も
開
催
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

大
和
観
光
協
会

☎
７
７
７

－

３
０
５
４

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
南
魚
沼「
バ
レ
ン
タ
イ

ン・ス
イ
ー
ツ
教
室
」参
加
者
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

看
護
師
再
就
職
支
援
講
習
会

「
も
う一度
働
き
た
い
あ
な
た
へ
」

【
問
合
せ・申
込
み
】

中
越
潜
在
看
護
師
再
就
職
セ
ン
タ
ー（
亀
山
）

☎
０
２
５
８

－

３
３

－

３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
８

－

３
３

－

８
８
１
１

メ
ー
ル:tatikawa@niigata-inet.or.jp

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】

新
潟
県
福
祉
保
健
部

医
務
薬
事
課
地
域
医
療
係

☎
０
２
５

－

２
８
５

－

５
５
１
１

と
お
か
ま
ち
ハ
ッ
ピ
ー
婚
シ
ェ

ル
ジ
ュ
参
加
者
募
集

ワ
イ
ン
＆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
パ
ー
テ
ィ
ー
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

越
後
し
な
の
が
わ
バ
ル

☎
０
２
５

－

７
６
１

－

７
３
７
１

不
妊
治
療
費
の
助
成

【
問
合
せ
】

保
健
課

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

創
業
相
談
会
を
開
催

【
問
合
せ
】

大
和
商
工
会

☎
７
７
７

－

３
５
０
０

六
日
町
商
工
会

☎
７
７
２

－

２
５
９
０

塩
沢
商
工
会

☎
７
８
２

－

１
２
０
６

　
機
械
シ
ス
テ
ム
科
で
は
、
１
年

生
で
専
門
科
目
の
基
礎
を
学
習
後

に
、２
年
生
か
ら
機
械
系
、電
気
・

電
子
系
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
系
の

科
目
に
加
え
、
土
木
建
設
系
の
科

目
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
土
木
建
設
系
の
科
目
を
選

択
し
た
場
合
は
、
国
土
交
通
省
の

指
定
学
科
に
準
ず
る
と
認
め
る
学

科
と
な
り
、
２
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験
の
受
験
資
格
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
科
試
験
　
卒
業
見
込
み
時
に
受

験
可
能

実
技
試
験
　
卒
業
後
、
３
年
以
上

の
土
木
実
務
経
験
で
受
験
可
能

※
指
定
学
科
終
了
以
外
の
高
等
学

校
卒
業
の
場
合
は
、
学
科
・
実

技
試
験
と
も
に
土
木
実
務
経
験

４
年
６
か
月
が
必
要
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

掲 示 板● 市などからのお知らせ
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昭
和
33
年
の
第
１
回
大
会
か
ら

数
え
、
今
年
で
56
回
目
と
な
る
伝

統
あ
る
ス
キ
ー
大
会
で
す
。
親
子

や
女
性
の
参
加
も
大
歓
迎
！

期
日
　
２
月
15
日
（
日
）

会
場
　
シ
ャ
ト
ー
塩
沢
ス
キ
ー
場

種
目
　
大
回
転
競
技
（
２
本
の
合

計
タ
イ
ム
）

組
別
　

 

男
子
の
部  

小
学
４
年
生
以
下
組
、

　
小
学
５
・
６
年
生
組
、
青
少
年

組
（
中
学
生
以
上
〜
30
歳
未

満
）、
成
年
Ａ
組
（
30
歳
〜
45

歳
未
満
）、
成
年
Ｂ
組
（
45
歳

以
上
）

　
看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
健
師
・

助
産
師
の
資
格
を
持
ち
、
結
婚
や

出
産
な
ど
で
仕
事
か
ら
長
い
間
離

れ
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
講
習

会
で
す
。

期
間
　
２
月
16
日
（
月
）
〜
20
日

（
金
）、
全
５
日
間

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
会
場
　
立
川
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
会
館
〔
長
岡
市
神
田
町
〕

料
金
　
３
，
０
０
０
円

※
保
育
所
利
用
料
１
日
１
，
０
０

０
円（
昼
食
代
込
、３
歳
ま
で
）

内
容
　
１
・
２
日
目
：
基
礎
コ
ー

ス
（
講
義
と
演
習
）、
３
〜
５

日
目
：
実
践
コ
ー
ス
（
実
習
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
）

申
込
み
　
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
２
月
６
日
（
金
）

申
込
時
必
要
事
項
　
氏
名
、年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
免
許
取
得

年
月
日
、
保
育
所
利
用
の
有
無

と
年
齢
・
人
数

　
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
と
顕
微
授
精
）
と
人
工
授

精
の
治
療
を
受
け
た
人
を
対
象

に
、
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
報
５
月
１
号
24
頁

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
意

・
平
成
25
年
度
ま
で
に
助
成
開
始

の
人
と
、
平
成
26
・
27
年
度
に

助
成
開
始
し
た
人
で
は
、
申
請

回
数
や
１
回
の
助
成
限
度
額
が

違
い
ま
す
。

・
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
年
齢
制

限
（
妻
の
年
齢
43
歳
未
満
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

※
用
紙
は
、
本
庁
舎
保
健
課
・

子
育
て
支
援
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
）

　
新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

商
工
業
者
な
ど
を
対
象
に
、弁
護
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
１
月
８
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

（
１
件
30
分
程
度
）

申
込
み
　
相
談
は
予
約
制
で
、
電

話
で
の
事
前
申
込
み
が
必
要

会
場
　
六
日
町
商
工
会

　
大
和
・
六
日
町
・
塩
沢
商
工
会

で
は
、
１
月
か
ら
３
月
の
毎
週
月

曜
日
に
、
創
業
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
創
業
を
考
え
て
い
る
人
は
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
各
商
工
会

「
新
春
初
稽
古
」
参
加
者
募
集

　
新
春
の
初
稽
古
を
行
い
ま
す
。

寒
さ
に
負
け
ず
、
心
身
と
も
に
鍛

え
ま
し
ょ
う
。
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
１
月
11
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

会
場
　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

２
階
ア
リ
ー
ナ

「
冬
期
合
同
稽
古
見
学
会
」
開
催

　
六
日
町
剣
友
会
、
五
十
沢
剣
道

ク
ラ
ブ
、
五
日
町
剣
友
会
、
大
和

童
剣
士
会
で
は
、
冬
期
間
に
合
同

稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
に

興
味
の
あ
る
人
、
子
ど
も
に
習
わ

せ
た
い
人
な
ど
、
見
学
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。
入
会
希
望
者
も
大
歓

迎
で
す
。

期
間
　
１
月
14
日
〜
３
月
28
日
の

水
曜
日
と
土
曜
日
（
午
後
７
時

〜
９
時
）

会
場
　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

２
階
ア
リ
ー
ナ

　「
若
い
頃
は
、
ス
キ
ー
を
し
た

け
ど
」「
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
」

「
初
心
者
だ
け
ど
？
」
と
い
う
人

に
朗
報
！
五
日
町
ス
キ
ー
場
ス
キ

ー
ス
ク
ー
ル
の
協
力
で
、
ス
キ
ー

教
室
を
開
校
し
ま
す
。

　
気
分
転
換
や
自
身
の
健
康
の
た

め
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

期
日
　
１
月
16
日
・
23
日
・
30
日
、

２
月
６
日
・
13
日
・
20
日
（
毎

週
金
曜
日
）

※
都
合
の
よ
い
日
の
み
の
参
加
可
。

積
雪
状
況
で
期
間
変
更
の
場
合

あ
り

時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
受
付
：
午
後
６
時
30
分
〜
）

受
付
場
所
　
五
日
町
ス
キ
ー
場

第
１
ハ
ウ
ス
内

定
員
　
１
回
30
人
程
度

参
加
費
　
１
回
１
，８
０
０
円（
講

習
費
・
リ
フ
ト
代
含
む
）

※
１
回
ご
と
に
精
算

参
加
資
格
　
お
お
む
ね
40
歳
以
上

で
、
興
味
の
あ
る
人

※
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
の
講
習
で

す
（
別
途
料
金
で
レ
ン
タ
ル
可

能
）

　
プ
ロ
仕
様
の
材
料
を
使
っ
て
、

プ
ロ
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
を

学
び
ま
す
。
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
は
一
味
違
う
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で

気
持
ち
を
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

初
心
者
、
男
性
も
大
歓
迎
！

日
時
　
１
月
29
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜

会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階
調
理

室
内
容
　
シ
ョ
コ
ラ
ク
ラ
ン
チ
と
シ

ョ
コ
ラ
シ
ョ
ー
（
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
）

定
員
　
16
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

申
込
み
　
１
月
６
日
（
火
）
〜

21
日
（
水
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

対
象
　
16
〜
40
歳（
高
校
生
不
可
）

費
用
　
１
，
５
０
０
円
（
材
料
費

込
み
）

講
師
　
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
シ
ュ
ク
レ

　
佐
藤
浩
一
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

台
ふ
き
ん
、
三
角
巾
な
ど

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
目
前
！
非
日
常

的
な
ア
ー
ト
空
間
で
、
ワ
イ
ン
と

食
事
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
お
楽
み

く
だ
さ
い
。
特
別
開
館
の
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
必
見
！

日
時
　
２
月
７
日
（
土
）

午
後
５
時
〜
８
時
45
分

（
集
合
・
受
付
：
午
後
４
時
45
分
）

会
場
　
キ
ナ
ー
レ
２
階

越
後
し
な
の
が
わ
バ
ル

対
象
　
25
〜
39
歳
の
独
身
男
女

費
用
　
男
性
４
，
０
０
０
円

女
性
３
，
０
０
０
円

定
員
　
男
女
各
12
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結

果
は
後
日
郵
送

締
切
り
　
１
月
15
日
（
木
）

 

女
子
の
部  

小
学
４
年
生
以
下
組
、

小
学
５
・
６
年
生
組
、
中
学
生

以
上
組
（
一
般
含
む
）

コ
ー
ス
　
が
き
山
ゲ
レ
ン
デ
コ
ー

ス
（
全
長
５
４
０
ｍ
、
標
高
差

１
０
４
ｍ
）

参
加
費
　
小
・
中
学
生
１
，
０
０

０
円
、
高
校
生
以
上
２
，
０
０

０
円

表
彰
　
各
組
６
位
ま
で
賞
状
・
賞

品
（
３
位
ま
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
授

与
、
そ
の
他
賞
品
多
数
あ
り
）

締
切
り
　
１
月
16
日
（
金
）

申
込
み
　
社
会
教
育
課
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係
、大
和
・
塩
沢
公
民
館

　
新
潟
県
で
は
、
子
ど
も
が
急
な

病
気
（
発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
）

に
な
っ
た
と
き
の
夜
間
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と

き
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
日
　
毎
日

時
間
　
午
後
７
時
〜
11
時

相
談
電
話
番
号

☎
０
２
５

－

２
８
８

－

２
５
２
５

（
＃
８
０
０
０
で
も
可
）

掲 示 板 市などからのお知らせ ●

商
工
業
者
な
ど
を
対
象
に

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

六
日
町
商
工
会

☎
７
７
２

－

２
５
９
０

第
56
回
レ
ル
ヒ
カ
ッ
プ・長
岡
将
軍
杯
争

奪
大
回
転
競
技
大
会
出
場
者
募
集
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

社
会
教
育
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

県
立
塩
沢
商
工
高
等
学
校
で

土
木
建
設
系
の
科
目
を
学
べ
ま
す

【
問
合
せ
】

県
立
塩
沢
商
工
高
等
学
校

☎
７
８
２

－

１
１
１
１

南
魚
沼
市
剣
道
連
盟

冬
季
行
事

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
市
剣
道
連
盟
事
務
局（
大
津
）

☎
７
７
６

－

３
７
５
８

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア 

ナ
イ
タ
ー

ス
キ
ー
教
室  

今
年
も
開
催
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

大
和
観
光
協
会

☎
７
７
７

－

３
０
５
４

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
南
魚
沼「
バ
レ
ン
タ
イ

ン・ス
イ
ー
ツ
教
室
」参
加
者
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

看
護
師
再
就
職
支
援
講
習
会

「
も
う一度
働
き
た
い
あ
な
た
へ
」

【
問
合
せ・申
込
み
】

中
越
潜
在
看
護
師
再
就
職
セ
ン
タ
ー（
亀
山
）

☎
０
２
５
８

－

３
３

－
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
８

－

３
３

－
８
８
１
１

メ
ー
ル:tatikawa@niigata-inet.or.jp

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】

新
潟
県
福
祉
保
健
部

医
務
薬
事
課
地
域
医
療
係

☎
０
２
５

－

２
８
５

－

５
５
１
１

と
お
か
ま
ち
ハ
ッ
ピ
ー
婚
シ
ェ

ル
ジ
ュ
参
加
者
募
集

ワ
イ
ン
＆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
パ
ー
テ
ィ
ー
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

越
後
し
な
の
が
わ
バ
ル

☎
０
２
５

－

７
６
１

－

７
３
７
１

不
妊
治
療
費
の
助
成

【
問
合
せ
】

保
健
課

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

創
業
相
談
会
を
開
催

【
問
合
せ
】

大
和
商
工
会

☎
７
７
７

－

３
５
０
０

六
日
町
商
工
会

☎
７
７
２

－

２
５
９
０

塩
沢
商
工
会

☎
７
８
２

－

１
２
０
６

　
機
械
シ
ス
テ
ム
科
で
は
、
１
年

生
で
専
門
科
目
の
基
礎
を
学
習
後

に
、２
年
生
か
ら
機
械
系
、電
気
・

電
子
系
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
系
の

科
目
に
加
え
、
土
木
建
設
系
の
科

目
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
土
木
建
設
系
の
科
目
を
選

択
し
た
場
合
は
、
国
土
交
通
省
の

指
定
学
科
に
準
ず
る
と
認
め
る
学

科
と
な
り
、
２
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験
の
受
験
資
格
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
科
試
験
　
卒
業
見
込
み
時
に
受

験
可
能

実
技
試
験
　
卒
業
後
、
３
年
以
上

の
土
木
実
務
経
験
で
受
験
可
能

※
指
定
学
科
終
了
以
外
の
高
等
学

校
卒
業
の
場
合
は
、
学
科
・
実

技
試
験
と
も
に
土
木
実
務
経
験

４
年
６
か
月
が
必
要
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

掲 示 板● 市などからのお知らせ
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シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します 南魚沼市WEB企業ガイドウェブは 検 索

〒949－6772　南魚沼市二日町684－1
☎ 773－6111　FAX 772－4958
メール：masatake_katagiri@seitan.co.jp（総務）片桐
ウェブサイト：http://www.seitan.co.jp/

※南魚沼市が誇る、優れた技術と人を有する企業をシリーズで紹介します。「がんばる企業」シリーズは、不定期の
掲載となります

こんな会社です
　当社は、高機能材料メーカーである日立金属グループの一員として、熱間鍛造品の製造販売を行っ
ています。創業は、大正９年に京都市で銅瓦板の製造から始まり、全国の神社仏閣に『菊富士銅瓦
板』の商標で事業を展開してきました。大正13年に千葉県市川市に移転し、昭和８年から自動車用熱
間鍛造部品の製造に着手、翌年に『株式会社 東京精鍛工所』に改称しました。昭和50年に旧六日町に
移転し、平成13年に社名を現在の『株式会社 セイタン』に改称しました。現在は自動車部品を主力製
品とし、良質で信頼いただける製品をお客さまに届けています。六日町工場には現在146人の社員が在
籍し、若年層の定着率は長年に渡りよく、100％となっています。
　本年で創業95周年を迎え、東京オリンピックが開催される2020年には創業100周年を迎える歴史ある
企業です。従業員一同、この大きな節目を目前にさらなる企業発展と地域貢献のために生産活動を行
っていきます。
　こんな業務を行っています
　熱間鍛造品の製造と販売
　こんな製品を作ってます
　①ハイポイドギヤ
　　（自動車用駆動系部品）
　②ボールヨーク
　　（自動車用自在継手部品）
　③バランサーシャフト
　　（自動車エンジン部品）
　イチ押しの社員を紹介 ～丸山勇気さん（製造部 鍛造課）～

　　就職にあたりこの会社を選んだ理由は？
　　昔から車が好きで、車関係の仕事がしたかったのですが、高校の
就職担当の先生から「きつい仕事なので君には務まらないよ」と
言われました。その言葉が逆にやってみようという自分のチャレ
ンジ精神に火をつけてくれました。

　　実際にこの会社で働いてみてどうですか？
　　鍛造という業務は責任が重く大変ですが、たくさんの人が乗って
いる車のパーツを自分が造っているのだというやりがいがありま
す。特に新型車に使用されたときなどは、とても嬉しい気持ちに
なります。

　　これから就職してみたいと思っている後輩へ一言
　　若い社員が多く、とても雰囲気のよい会社です。ベテランの人も
丁寧に指導してくれます。一生懸命やればやっただけ評価してく
れるところも魅力です。一緒に、自分にチャレンジしましょう !

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

製造業

②②①① ③③

N みなみうおぬまニュースプラザ
e  w  s

P  l  a  z  a

　雲尾さんは、長年に渡り、ボランティア活動や奉仕活動の先頭に立
ちながら、社会福祉協議会の理事を20年以上務められるなど、地域
福祉の向上に寄与された功績から表彰されました。
　雲尾さんは、「社会福祉協議会で副会長を務めたときは、社協その
ものと取り組む事業の趣旨を伝え、皆さんから社会福祉の在り方や中
身を考えていただくことを大切にしてきた。体が動く限り、ボランティア活
動を続けながら後継者を育てていきたい」と語りました。

小学校スキー授業事前講習会が開催されました
　12月10日（水）、北辰小学校３・４年の児童と六日町小学校３年の
児童を対象に、これから始まるスキー授業を安全に実施することを目
的としたスキー授業事前講習会が開催されました。講習会は南魚沼
市スキー場協議会と北陸信越索道協会上越地区部会の共催で、リフ
トとゲレンデでの安全講話のほかに、実際にリフトの搬器を使用し、経
験の少ない児童などが安全にリフトを利用できるように行われました。
　児童は、リフトの安全な乗り降りの仕方や、ゲレンデでのマナーの話
を真剣に聞き、スキー授業を楽しみにしているようでした。

第64回ヘレン・ケラー記念音楽コンクール受賞の石田乃彩さん〔新町〕が市長報告を行いました
　12月3日（水）、11月15日（土）に東京都で開催された第64回ヘレ
ン・ケラー記念音楽コンクールの器楽部門ピアノ１部で２位を受賞
した石田さんが、市役所を訪れ、市長報告を行いました。このコン
クールは、レベルが高い大会として知られ、審査も厳しく、大会によ
っては、審査員が１位や２位を選ばないこともあります。
　石田さんは、浦佐小学校の３年生で、目に障がいがあります。
石田さんは、「大会でピアノを弾き始めるまで、とても緊張していた。
まさか2位になれるとは思っていなかった。将来、ピアノの先生にな
れるようにこれからも努力を続けていきたい」と受賞報告をしました。

平成26年度 新潟県知事表彰　一般功労者２人が表彰されました
　平成26年11月28日（金）、南魚沼市から一般功労者２人に新潟県知事表彰が授与されました。

社会福祉功労　雲尾靜子さん［小栗山］

　横山さんは、認知症を知る人が少ない昭和55年に、県内でいち早く
認知症の人を抱える家族の会を立ち上げ、介護する家族からの相談
などに取り組みました。その他に「託老」の実施など、現在まで認知症
の相談・啓発活動に尽力された功績から表彰されました。
　横山さんは、「認知症の認識がないころの活動は本当に大変で、世
間体を大事にする意識も強く、電話相談などがあるのに、家族会の参
加者が集まらないこともありました。大変でしたが、認知症の患者とそ
の家族のことを一番に考えて、活動を続けてきました」と語りました。

善行功労　横山ミキさん［浅地町］

の　あ

シリーズ❷
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シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します 南魚沼市WEB企業ガイドウェブは 検 索

〒949－6772　南魚沼市二日町684－1
☎ 773－6111　FAX 772－4958
メール：masatake_katagiri@seitan.co.jp（総務）片桐
ウェブサイト：http://www.seitan.co.jp/

※南魚沼市が誇る、優れた技術と人を有する企業をシリーズで紹介します。「がんばる企業」シリーズは、不定期の
掲載となります

こんな会社です
　当社は、高機能材料メーカーである日立金属グループの一員として、熱間鍛造品の製造販売を行っ
ています。創業は、大正９年に京都市で銅瓦板の製造から始まり、全国の神社仏閣に『菊富士銅瓦
板』の商標で事業を展開してきました。大正13年に千葉県市川市に移転し、昭和８年から自動車用熱
間鍛造部品の製造に着手、翌年に『株式会社 東京精鍛工所』に改称しました。昭和50年に旧六日町に
移転し、平成13年に社名を現在の『株式会社 セイタン』に改称しました。現在は自動車部品を主力製
品とし、良質で信頼いただける製品をお客さまに届けています。六日町工場には現在146人の社員が在
籍し、若年層の定着率は長年に渡りよく、100％となっています。
　本年で創業95周年を迎え、東京オリンピックが開催される2020年には創業100周年を迎える歴史ある
企業です。従業員一同、この大きな節目を目前にさらなる企業発展と地域貢献のために生産活動を行
っていきます。
　こんな業務を行っています
　熱間鍛造品の製造と販売
　こんな製品を作ってます
　①ハイポイドギヤ
　　（自動車用駆動系部品）
　②ボールヨーク
　　（自動車用自在継手部品）
　③バランサーシャフト
　　（自動車エンジン部品）
　イチ押しの社員を紹介 ～丸山勇気さん（製造部 鍛造課）～

　　就職にあたりこの会社を選んだ理由は？
　　昔から車が好きで、車関係の仕事がしたかったのですが、高校の
就職担当の先生から「きつい仕事なので君には務まらないよ」と
言われました。その言葉が逆にやってみようという自分のチャレ
ンジ精神に火をつけてくれました。

　　実際にこの会社で働いてみてどうですか？
　　鍛造という業務は責任が重く大変ですが、たくさんの人が乗って
いる車のパーツを自分が造っているのだというやりがいがありま
す。特に新型車に使用されたときなどは、とても嬉しい気持ちに
なります。

　　これから就職してみたいと思っている後輩へ一言
　　若い社員が多く、とても雰囲気のよい会社です。ベテランの人も
丁寧に指導してくれます。一生懸命やればやっただけ評価してく
れるところも魅力です。一緒に、自分にチャレンジしましょう !

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

製造業

②②①① ③③

N みなみうおぬまニュースプラザ
e  w  s

P  l  a  z  a

　雲尾さんは、長年に渡り、ボランティア活動や奉仕活動の先頭に立
ちながら、社会福祉協議会の理事を20年以上務められるなど、地域
福祉の向上に寄与された功績から表彰されました。
　雲尾さんは、「社会福祉協議会で副会長を務めたときは、社協その
ものと取り組む事業の趣旨を伝え、皆さんから社会福祉の在り方や中
身を考えていただくことを大切にしてきた。体が動く限り、ボランティア活
動を続けながら後継者を育てていきたい」と語りました。

小学校スキー授業事前講習会が開催されました
　12月10日（水）、北辰小学校３・４年の児童と六日町小学校３年の
児童を対象に、これから始まるスキー授業を安全に実施することを目
的としたスキー授業事前講習会が開催されました。講習会は南魚沼
市スキー場協議会と北陸信越索道協会上越地区部会の共催で、リフ
トとゲレンデでの安全講話のほかに、実際にリフトの搬器を使用し、経
験の少ない児童などが安全にリフトを利用できるように行われました。
　児童は、リフトの安全な乗り降りの仕方や、ゲレンデでのマナーの話
を真剣に聞き、スキー授業を楽しみにしているようでした。

第64回ヘレン・ケラー記念音楽コンクール受賞の石田乃彩さん〔新町〕が市長報告を行いました
　12月3日（水）、11月15日（土）に東京都で開催された第64回ヘレ
ン・ケラー記念音楽コンクールの器楽部門ピアノ１部で２位を受賞
した石田さんが、市役所を訪れ、市長報告を行いました。このコン
クールは、レベルが高い大会として知られ、審査も厳しく、大会によ
っては、審査員が１位や２位を選ばないこともあります。
　石田さんは、浦佐小学校の３年生で、目に障がいがあります。
石田さんは、「大会でピアノを弾き始めるまで、とても緊張していた。
まさか2位になれるとは思っていなかった。将来、ピアノの先生にな
れるようにこれからも努力を続けていきたい」と受賞報告をしました。

平成26年度 新潟県知事表彰　一般功労者２人が表彰されました
　平成26年11月28日（金）、南魚沼市から一般功労者２人に新潟県知事表彰が授与されました。

社会福祉功労　雲尾靜子さん［小栗山］

　横山さんは、認知症を知る人が少ない昭和55年に、県内でいち早く
認知症の人を抱える家族の会を立ち上げ、介護する家族からの相談
などに取り組みました。その他に「託老」の実施など、現在まで認知症
の相談・啓発活動に尽力された功績から表彰されました。
　横山さんは、「認知症の認識がないころの活動は本当に大変で、世
間体を大事にする意識も強く、電話相談などがあるのに、家族会の参
加者が集まらないこともありました。大変でしたが、認知症の患者とそ
の家族のことを一番に考えて、活動を続けてきました」と語りました。

善行功労　横山ミキさん［浅地町］

の　あ

シリーズ❷
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南魚沼市 のあゆみ 市制施行後１０年を写真で振り返る
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南魚沼市役所前 六日町

東口

市役所
本庁舎

休日救急
診療所 北

分
館公園 正面玄関

周辺
地図

11日（日）

12日（月・祝）

ほ 広 場の ぼ の

■
発
行
日

　
2015年

１
月
１
日
　
第
122号

■
発
　
行

　
南
魚
沼
市
　
〒
949-6696 新

潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
180-1　

電
話
025-773-6660（

代
表
）

■
編
　
集

　
総
務
部
　
秘
書
広
報
室

●　問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索

市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/
市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

日にち
１月 カレンダー

2015. JANUARY.CALENDAR

行事名・時間・会場など

■ 時　間　9：30～15：30
 「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● １月８日（木）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報
交換」「育児相談」などに利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７2－7754

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● １月16日（金）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士
※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

● １月14日（水）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの人も利用できます

１月１日～12日

●人口 59,704人（先月比 -30）
●男 29,184人（先月比 -26） ●女 30,520人（先月比 -4）
●世帯数 19,697戸（先月比 8）

市民の動き
（平成26年11月末日現在）

１月　９日（金）　13:30～16:00　塩沢老人福祉センター
１月19日（月）　13:30～15:30　働く婦人の家〔浦佐〕
１月28日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660

市
 報み
な
み
魚
沼

ほ 広 場の ぼ の

行政
困りごと
相談日

救急医療当番

●　脳神経外科の休日救急医療　齋藤記念病院　☎773-5111
（診療時間：土曜12：00～翌朝6：00、日曜・祝日6：00～翌朝6：00）
※服用している薬がある場合は、お薬手帳や服用している薬をお持ちください。乳幼児
　の受診の場合は、母子手帳をお持ちください
●　休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
●　新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525
夜間に子どもの具合が悪くなったときに利
用ください。経験豊富な看護師が、必要
に応じて医師のアドバイスを受けながら相談に応じます。
（毎日19：00～ 23：00）
◆　医療機関の適切な利用に協力をお願いします　◆
通常の診療時間のほうが医師やスタッフも揃っているので、
夜間より適切な治療が受けられます。できるだけ通常の時
間に受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談
できる「かかりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切
な病院や医師に紹介してもらえるので、いざというときも安心です。

2015.１
JANUARY 26●月

20●火
第１回農業委員会総会
９：30～　大和庁舎３階 旧議場

教育支援講演会「子どもたちの生命と心を守る」
13：30～16：00　市民会館

15●木

11●日
第２回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館
コミュニケーション・セミナー
14：00～15：30　子ども・若者育成支援センター

大和地域第４回「そだち学級」
10：00～11：30　大和公民館

大巻地区第3回「そだち学級」
10：00～11：20　大巻地域開発センター

18●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　FMゆきぐに

27● 第３回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科
ゆきぐに大和病院内 科

外 科 ９：00～翌朝９：00 ７77－2111　１日（木・祝）
六日町病院内 科

外 科 ９：00～翌朝９：00 ７72－7111　２日（金）
ゆきぐに大和病院内 科

外 科 ９：00～翌朝９：00 ７77－2111　３日（土）

★市消防本部のテレホンガイド ☎782-1991や
　ウェブサイトでも当番の確認ができます

自然・人・産業の和で築く安心のまち
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火

30●金

31●

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

土

読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館 多目的室

わが子の自立を願う家族の集い
13：30～15：30　ふれ愛支援センター

17●土

◆今月の表紙
　後山小学校3・4年生の習字の授業。緊張感を絶やさずに一筆ごと思い
を込め、丁寧に筆を運びます。

必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください

「後山小学校の習字の授業」
～うまく書けますように～

　元旦を迎えるごとに、ひとつ歳をとる「数え年」。昔は年取りの晩に家
族から「来年は数えでいくつになる」と聞かれたものだ。数え年は『元旦
に年神様をお迎えして、その年神様から皆がありがたく年をいただく』と
いうことらしい。元旦には、もう歳はいらないが、お年玉はいくつになって
も欲しいものである。 （秘書広報室　平賀）

年始救急医療当番（1月1日～3日）

４日～12日の救急医療当番

救急患者対応病院（主に重症者対応）
症状などによっては対応できるスタッフが不在の場合があります
必ず受診する前に、医療機関に電話で問い合わせください

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科
萌気園二日町診療所内 科

内 科

内 科

　９：00～12：00 ７78－0088　１日（木・祝）
萌気園二日町診療所　９：00～12：00 ７78－0088　２日（金）
今泉記念館ゆきあかり診療所　８：30～11：30 ７88－0760
萌気園二日町診療所　９：00～12：00 ７78－0088

外 科 角谷整形外科医院　９：00～12：00 ７85－513014：00～17：00

　３日（土）

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

休日救急診療所内 科
外 科

内 科
外 科

内 科
外 科

　９：00～12：00 ７73－6688

休日救急診療所 ７73－6688

13：30～16：00　４日（日）
六日町病院18：00～翌朝6：00 ７72－7111

内 科
萌気園二日町診療所13：30～16：00 ７78－0088
ゆきぐに大和病院18：00～翌朝6：00 ７77－211110日（土）
ゆきぐに大和病院外 科 12：00～翌朝6：00 ７77－2111

　９：00～12：00
13：30～16：00

ゆきぐに大和病院18：00～翌朝6：00 ７77－2111

休日救急診療所 ７73－6688　９：00～12：00
13：30～16：00

ゆきぐに大和病院18：00～翌朝6：00 ７77－2111

年始診療協力機関（1月1日～3日）
協力施設（軽症者対応）
軽症の診療に協力いただく予定の医療機関です。当番医療機関ではありませんので、都合
で休診となる場合があります。必ず受診前に、対応が可能か電話で問い合わせてください

編　集　後　記


